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国道3号線宇土ー松橋聞における交通緩和と市街地への交通公害の回避の

ため、建設省九州地方建設局において計画された国道松橋バイパスの建設に

伴い、熊本県教育委員会ではその委託をうけて埋蔵文化財の事前調査を実施

しました。

学術上大変著名な曽畑貝塚の保護にはとくに留意し、事前に建設省九州地

方建設局および関係各位と慎重な協議を重ねました。 この曾畑員塚周辺のル

ート設定にあたっては、 当初建設省から示された計画について、試掘調査を

実施した上で、ルート決定 を願うという経緯をへました。

今回、その曽畑貝塚の試掘調査と微雨遺跡の発掘調査の報告書を刊行する

ことになりましたが、 本報告書が学術研究の一助となり、また文化財保護に

寄与するものとなれば、私どもの望外の喜びといたすところのものでありま

す。

これもひとえに建設省九州地方建設局および地元教育委員会をはじめとす

る関係各位の文化財保護に対する積極的なご理解とご協力のたまものと深く

感謝いたします。

また、 本調査を実施するにあたり多大のご教示・ ご協力をいただきました

熊本県文化財専門委員斉藤林次、 九州農政局籾倉克幹両先生のほか多数の方

々に深く感謝いたします。

昭和51年3月31日

熊本県教育委員会
教 育長 林 田 正 』恒
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1. 本警は国道8 号線松橋パイパス(宇土一松橋〕 建設事業

に関連して、昭和4 9年度に発掘調査を実施した下益城郡松

橋町微雨遺跡と宇土市岩古曽町曽畑貝塚の埋蔵文化財調査

の報告書である。

2. 調査は建設省九州地方建設局の委託を受けて熊本県教育

委員会が実施した。

3. 発掘調査の実施にあたっては熊本県文化財専門委員斉藤

林次氏(地質学〉、九州芸術工科大学沢村仁氏(建築学〉 、

九州農政局籾倉克幹氏(地質学) をはじめとした多数の方
々の御教示と御協力を得ました。 また、宇土市教育委員会
と松橋町教育委員会をはじめとした地元諸氏の参加と多大

の御協力をいただきました。 深く感謝いたします。
4. 遺跡位置図と周辺の遺跡については平山修一、 高木恭二

両氏のご教示をうけました。 また松橋町全国 ・ 字図を使用

しました。
5. 調査地の実測および写真撮影は江本直が行った。

6. 遺物の整理および笑測は熊本県文化財収蔵庫で行い、遺
物の写真撮影は白石巌が行った。

7. 本書の執筆および編集には隈昭志、江本直、西町圭子、

津川朱美があたった。
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第3図 松橋町字図(調査地周辺〉
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曽畑貝塚地形図第4図



序 章

I 調査地の所在地

今回調査を実施 した遺跡の所在地は次の と お り である。

1 . 微雨遺跡 下益城郡松橋町大字上久具字徴雨・市 の 前

2. 曽 畑遺跡 宇土市岩古曽町字曽 畑

E 調査に至る経過

昭和49年 3 月、 建設省九州地方建設局熊本工事事務所は国道 3 号線松橋パイ パ ス建設の計画

会明らかに し 、 事前の埋蔵文化財有無の調査を熊本県教育委員会に依頼 した。 文化課で は計画

路線内の現地踏査(文化課隈昭志・桑原憲彰実施) と 文献資料等に よ る検討を加え、 松橋町上久

具地区に、 近 く の豊田城と小字名「徴雨J r市ノ前J r城堤」の地名が あ る こ と から こ れらに

係る中世遺跡の 存在す る 可能性があ り 発掘調査の必要が あ る こ と と 、 宇土市岩古 曽町地区には

宇土市指定史跡曽 畑貝塚が あるので、 試掘調査を実施 し たうえでルー ト を決定す る よ うに要望

した。 建設省九州地方建設局熊本工事事務所 と 熊本県教育委員会で、数回の協議を重ねた結果、

松橋町地区の豊旧城周辺遺跡の発掘調査 と 曽 畑貝塚周 辺 の試掘調査を委託 さ れた。

『微雨遺跡』文化財保護法上 の手続きを終え 熊本県文化課で調査団を編成 し昭和49年 1 1 月、

筆者が九地建熊本工事事務所員の案内をうけ て現地を踏査 し 、 調査対象会松橋(宇土一松橋間〕

路線中心 グイのNo.22�47区間す な わち幅約25 m 、 長さ約450 m 、 総面積約 1 1 ，200 m 2 と し た。 途中

の農道を境 と し て北側から豊田城周辺遺跡A�C 3 地区の調査地に分けた。 1 1 月 5日から全地

区に わたって ト レ ンチ掘りに よ る 試掘調査を実施 し 、 そ の結果B地区の水田地お よ びC地区に

は顕著な遺構・ 遺物が認め られない こ と か ら 発掘調査の必要はない と 判断 し た。 A地区の 試

掘で は、 南西部端から溝状遺構を検出、 さ らに北端中心杭No.23 付近から古墳時代の須恵器や歴

史時代の土師器片や溝状遺構を検出 し 、 A地区す なわち中心杭No.ZZ'"No.28区聞は全面発掘調査

の必要が あ る と 判断 した。 1 1 月 1 1 白プ レハ ブをた て調査器材を運びA地区の 全面発掘調査を開

始。 桑会主と し た立木 お よ び雑草の伐採のあ と 北側から全面 の表土削 ぎを行った。 当初、 豊田

城周辺遺跡 と した遺跡名も、 A地区が小字名「微雨」 と 「市の 前」に あ た る こ と から徴雨遺跡

と 命名 した。 約80日を要 し た全面の発掘調査で、 次の遺構、 遺物が判明 した。

古墳時代住居泣 土墳 中世時代方形溝 排水溝

l月3 1 日実測、 平板測量等を終え 遺物や調査器材を撤収 し現地調査を終了す る 。 遺物や図面

の整 理を熊本県文化財収蔵庫で開始 し 、 報告書の作成に と り かか る 。

- 5一



『曾畑遺跡』 ルートの設定に伴い地主の発掘承諾 を得て 文化財保護法上の手続き宕おえ昭

和50年 2 月 3 日筆者が現地へ行き試掘のト レ ン チ 2 か所を設定す る 。 2 月 4 日試掘調査を開始

し 、 2 月 5 日 か ら は地元の作業者 も 参加。 現 水 田 面下約J . 5 m の掘り下げ と 一部地層観察のた

め 水田下約 3 mを掘り下げ る 。 8 日 間 に亘 る 当初の調査で は顕著な遺構、 遺物は認められず、

土層断面の写真と 実測 を行い調査を一応終了す る予定で あ っ た。

し か し 、 土層 観察のため一部約 2 ...... 3 mの深 さ で掘り下げた排土の中に 自 然遺体が含 ま れ て

い る こ と を 発見 し 、 そ れか らの採集作業を行 っ たが、 その際 自 然遺体 と 一緒に縄文土器片 が混

じ っ てい る事実に気づき、 3 月 l 日か ら再調査を開始す る 。

再調査の結果Aト レ γ チ第四層 (青補色土磯層〉 か ら縄文中期土器 ・ 石器 ・ 自 然遺体 (木質

部 ・ 木の実 ・ 木の葉〉 を検 出 し 、 第 医 層(泥炭層) から も縄文土器 ・ 自 然遺体 (木質部 ・ 木の

実 ・ 獣骨 ・ 貝類〉 を 検 出 し た。 B ト レ ン チ に おい て も Aト レ γ チ と ほ ぼ閉 じ 状況を 示す も の と
判断 し た。

今 回の調査は ル ー ト を決定するための試掘調査で あり、 調査は 曽 畑 貝塚の西側の水田一 帯に

も 遺跡が広が っ て い る こ とを明 確に し た に と どめた。 3 月 1 7日今回の試掘調査を終了 し た。 出

土 し た遺物および調査器材を撤収 し 文化財収蔵庫にて報告書作成のた めの整理および実測 を開

始 し た。 (江本 直〉
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第一章微 雨 遺 跡

I 調 査 概 要

(1) 遺跡の位置と環境

徴雨遺跡 は行政区下益城郡松橋町大字上久具 に位置 し 、 国土地理院発行50 . 000分の l 地形
図 『八代』の北端か ら5. 0c1II 、 東端から9. 6 c1II上に あ た る 。 こ の地域は宇土半島の南側の基部で、

西側を不知火海、 東側を宇土市 ・ 城南町 ・ 松橋町・ 豊野村 ・ 小川 町へ と か けて小 高い 山塊が連

な っ て い る 。 松橋町は不知火海 と 山塊とに挟 ま れて 、 その中を大野川 ・ 浅川 を 主 と す る 流水 に
より小規模な沖積平野が形成 さ れて いる。 この松橋町におけ る 沖積平野を北端 と し て南側 に 向

い広大 な八代平野が広がる。 松橋町一帯の水問地の比高は海岸部が海抜約 2 m で、 上久具地域

が 4 """5 m を計 る 。 宇土半島か ら南へ 向 っ て 小高い 山塊 が連続 し て い るが 、 今回の調査地 は そ
の 山塊 の一つ徴雨 山 (現在山頂 に は松橋東養護国が 開設され て い る 〉 か ら北西部へ小規模の舌

状台地が伸 びその末端部に あ た る 。 海抜1 4，..... 1 5 m を計 る 。 こ の舌状台地の北側 に は 、 周 囲 を 小

高い山塊 (丘〉 に 囲まれた 狭い水田が あり、 小規模河川大野川 が形成 し た沖積平野 と い えよ う 。

こ の大野川の流水量は 少 なし 付近一帯の水 田 をまか な う に は不充分で、 猫 ノ 迫堤 ・ 牛屋堤 ・

城堤 ・ 笹生堤な ど濯概用溜池が散在 し て い る 。

(2) 周辺の遺跡

松橋町のほぼ全域に亘り多 く の遺跡が小山塊 から苦状に伸び る 台地上や、 徴高地上に 散在 し

て い る 。 縄文時代の遺跡に は仲 間 貝塚 (阿高 式土器 ・ 石鍬出 土〉 、 曲野 貝塚 (御領式土器〉 、

上久具遺跡 (黒川系土器、 石銑〉 、 宮島員塚〈曽畑 ・ 轟式土器 ・ 石器 ・ 獣骨〉 、 松橋大野 貝壕

(三万回 ・ 御領式土器 ・ 石器 ・ 土偶、 人骨 ・ 獣骨) 、 大野台地遺跡 ( 山 ノ 寺 ・ 黒川 式土器〉 上 ノ

原遺跡 (押型文土器 ・ 山 ノ 寺式土器 ・ 石鍛、 打製石斧、 石匙〉 、 古保 山 A (縄文晩期土器 ・ 土

師器) 、 古保 山c (縄文押型文 ・ 晩期土器〉 な どが あ る 。 弥生時代の 遺跡に は 大塚台 地遺跡

(免 田 ・ 黒髪式土器 ・ 石包丁〉 、 上 ノ 原遺跡 (黒髪式土器 ・ 葱棺〉 が あ る 。 古墳時代遺跡は 上
ノ 原遺跡 (土師器 ・ 須恵器〉 、 松橋貝塚〈土師器 ・ 須恵器 ・ 索環頭万子〉 、 熊野権現社遺跡

〈土師器 ・ 須恵器〉 、 上畑遺跡 (土師器、須恵器〉 、 竹崎古墳 (巨石を 用いた横穴式石室) 、 狐

塚古墳〈巨石 を用 い た横穴式石室〉 、 夫婦塚古墳 (前方後円墳〉 、 古保 山古墳群 〈池尾 A 古墳

ほか 1 2 基) 、 大塚古墳、 山 口 古墳 (前方後円墳) 、 ガ ロ ー バル古墳 〈前方後円墳 2 基〉 、 宇賀
岳古墳 (横穴式石室 ・ 装飾古墳〉 な どがあ る 。
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歴史時代 の遺跡に は古保山廃寺 (奈良朝 の宇土郡寺〉 、 大野遺跡 〈瓦器 ・ 元祐通宝 ・ 喜祐通
注

宝 ・ 洪武通宝〉 、 川床窯跡 (須恵器〉 、 びわだ窯跡 (須恵器 ・ 土師器 ・ 窯壁片〉 、 当尾小学校

東窯遺跡 (須恵器 ・ 土師器 ・ 炭化物〉 、 囲遺跡 (瓦器 ・ 青磁〉 が あ る 。 中世~近世 に 至 る 城跡

も 残 さ れて い る 。 豊福城は部落 の南側 を水 田 に 囲 ま れた徴高 地 に あ り 、 名和氏と相良氏との攻

防で知 ら れ る 。 このほか豊 田城、 曲野城な ど が あ る 。

以上 の 遺跡地から、 縄文時代は貝塚が多い ことか ら 漁掛 に 依存す る傾向をつかむことがで き

ょ う し、 狭少な 可耕地 に 後晩期 の小規模 の生産集落を か ん がえる こ と がで き ょ う 。 弥生時代 の

前期~中期に かけ て は好資料をみ な い。 後期は数か所の遺跡が確認 さ れ てい る がそ の規模は小

さ い よ うで あ る 。

今回の調査地 の近接地 に は、 著名 な遺跡が 少 な い。 大野川、 浅川 が も た らした 水団地を生産

基盤とす る も のであ るが、 大野川右岸に開け る 水団地は周回全山塊 に固まれ、 大野川 の 水量 の

絶対量が不足し、 濯概用溜池を方々 に っく り 水量 を補な っ て い る 。 台 地上 の 可耕地 の 生産 性 は

か な り 低い も の で あ っ た と 思われ、 浅川 に よ っ て 形成 さ れた沖積平野 も 、 東側を小山塊 、 西側

を不知火海 に よ っ て せばめ ら れ て い る 。 狭少 の海岸平野で塩害 も 考えら れ、 その生産性はかな

り低い も のであ っ た と 思われ る 。

注 古保山廃 寺「城南町史J P 1 58� 1 60 城南町教育委員会 1 960 

(紛 調査地 について (図版 1 )

調査対象地は計画 図 No .22'""'28で長さ (南 北) 1 25 m  x 幅 (東西〉 約30 m で あ る 。 すべて 畑作

地で 周 囲は果樹 ( ミ カ ン ・ 桃 ・ ク リ ・ 梅〉 の栽培が多 く 、 さ ら に桑や読莱 の栽培が行われて

い る 。 調査地計画 図 No .26 よ り 北側は桃、 南側は桑 の栽培が行われていた。 西側崖下に は城堤

があ る 。 こ の城堤 自 体 に湧水 は な く 上流 の笹生堤か ら の落水 を集 め た も の で あ る 。 北側一帯に

は 水 田 地が広が り 、 荻尾山 に源 を も っ大野川の沖積地である。 しかし水量 は不充分で溜池 に頼

っ て い る 。 小字名 は 「徴雨」 と 「市 ノ 前」 で中世 の遺構 の存在を初御 させ る 。 I徴雨」 の語源

は 「別府 」 であ ろうし、 「市の前J I城堤 」 は近 く の豊 田城 に係る も のと考えられ る も ので あ

る 。

調査は縄文時代 「上久具遺跡J (埋蔵文化財分布地図 No .367) と 弥生~古墳時代集落地、 墓

地 お よ び上記中世~近世 に か け て の住居祉等を想定し試掘調査 の実施に移 っ た。

I '""'illト レ ン チ を設け た。 I ト レ γ チ は 図版 l に示す位置に長 さ 40 m x 幅 1. 2m x 深 さ卜2 m を

設 けNo .24、 25付近の第 E 層 か ら土師器片と溝状遺構 を検出 し た。 E 層 以下 に は遺物は な い。 N o.27

'""'28に か け て は大溝を検 出。 第 E ト レ ン チで は土師器片 と 小規模の溝状 お よ び皿状 の落ち込み

を検出し た。第 圃ト レ ン チ北側、 第 E ト レ ン チと交錯す る 付近か らまとま っ た状態で土師器片
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を 検 出し た。 またNo .27調査区付近か ら縄文後期の土器数 片 を検 出した。

以上 の結果か ら No.23"'26調査区 に かけ て は古墳時代の住居祉か墓地、 また、 溝状遺構に係 る

中世遺構の 出 土す る 可能性が強いと判断。 またNo.26"'28調査 区に かけ て は、 縄文時代後期を中

心とす る遺構遺物と溝状遺構 の正確 な 性格を知 る必要が あ っ た。 したが っ て- No.22"'28問、 長

さ (南北) 1 25 m  x 幅 (東西) 約 30 m の全面発掘を行 う こととした。

E 層 位

調査地 の北側に あ る雁回 山 は、 頁岩、 砂岩、 磯岩 の岩石類 と 粘土層とで形成 さ れ る 第 三紀層

か ら な り 、 各方 向 に小高い 山 を なし断続起伏して走向す る 。

第 三紀以後 の 生成に係る上部の地層 が第四紀で洪積層と沖積層であ る 。 今回 の 調査地は徴雨

山 の北西部へ伸 びる舌状台 地上に 位置す る が、 大野川の源を発す る 荻尾 山 と 同 じ く 第 三紀層 を

下部層 にして、 第四紀層 を 上層 にす る地層であ る 。 第 E ト レ ン チ の 層 位 図 は 次 のと お り であ

る。 (図版2 ) 
第I 層 黒色火 山 灰土層 (耕作土層〉 。 い わ ゆ る 黒土で沖積 火 山灰層に含まれ る 黒色 火 山灰層

で あ る 。 上部 は 耕作 に よ る撹乱が あ り 、 お よ び樹木 の植樹、 ごぼ う 等 の栽培が行われた個所が

認 め ら れ る 。

第E 層 第 I 層の黒色火 山灰土層と第 E 層 の黄褐色土層とが混 じ り 合 っ た状 態 を示す土層 で 黒

褐 色 を 呈す る 土層で あ る 。 粘質性は低 い。

第E 層 第I 層黒色火 山灰層と 同 じ く 沖積火山灰層 に含 ま れ、 キナ コ 状 の粘質性 の低 い軟 質 の

土層であ る 。 色調 は黄褐色 を 呈し、 賀補色土層と呼称する。

第W層 硬質暗灰色土層で洪積火山灰層 に 含まれる。 硬い ブ ロ ッ ク 状 の 土塊 で ガ ラ ス 質 の組粒

子を含む。

第V層 黄褐色粘質土層地 山と呼ばれる洪積火山灰層で色調は黄褐色質完了呈し、 粘質性 の 強い

土層 で あ る 。

調査地はほぼ 同 じ層位状態で覆われて い る。

旧形は 舌状台地 の先端が北西部へ傾斜し なが ら伸び、 また舌状台地の北側 お よ び南 側 に も ゆ る

や か な傾斜があ り 、 北側 は、 段々畑状に地形が変形している。 段々畑状 に形成されたた め に南

側 の 高 位部分は カ ッ ト され、 北側の低い部分へ盛土をし フ ラ ッ ト な状態に仕 上げ て いる。 南側

は約 1 m に及ぶ カ ッ ト の た め表面は第 V 層 の黄褐 色粘質土層 の露出が認めら れ る 。
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E 遺 構、 遺 物

No.22 �26 に亘る調査区 の中でNo.28調査区以北 の地域は畑地 の整備 の ためカットされ、 ま た、

畑地と し て長年 の 耕作や果樹 ・ 桑 の栽培が行われたため全体的に包含層 は撹乱を 受けて い た。

し たが っ て調査区 の ほぼ全域に亘 っ て 遺物が認められた も の の 、 そ の量は少 な く いずれ も 細片

が 多 か っ た。 そ の よ う な中で遺構 ・ 遺物と し て認め られた も のは次 の も の で あ っ た。

(1) 古墳時代遺構

古墳時 代 の 遺構はNo.25調査区を中心と し た地域に認め られ、 こ の ほか に も 遺物はNo.27 �28調

査 区西側 の 大溝 の堆積土 の中か ら も 出土 し た。 No.29調査区 の 以北は畑地整備 の た め 大 き く カ ッ

トされ、 ま た果樹や桑 の栽培に よ り 包含層 が大 き な撹乱を 受けて お り 、 遺構は住居祉ー基と土

墳一基にと ど ま り 、 付近から 出 土す る 土器片はほと ん どが壊されてし ま っ て お り 、 3 � 4 cm 内

外の細片だけで あ っ た。

住 居 祉 (図版 3 )

No.25調査区 の ほぼ中央部分か ら検 出 さ れた。 主軸をN-280-Wの 方位にと り 、 形状はやや

いびつな方形を呈す る 。 長辺360cm x 短辺270cmを 計 り 、 小型の住居祉で あ る 。 上部 を耕作に よ

り 大 きく カットされ て お り 残存する肩か ら床 ま で の深 さ は 1 0cm 内外で・ あ る 。 床面に張 り 床等の

痕跡は ないが、 かすかに踏み 固 められ た状態を認め る ことがで き 、 フ ラ ッ ト な 状態を 示す。 柱
穴は検出で き な か っ た。 住居祉の中央部お よ び東側 に焼土 が あ る 。 いずれも30cm の 広さに 認め

られ付近にカー ボ ンが 出土 し て お り 炉跡と思われる。 土器は細片で あ る が床面か ら や や浮 い た

状態で土師器と叩石状石器が 出 土 し、 縄文晩期の 薄手 の 黒色研磨土器片が混入 し て い た。 い ず

れ も 復原し実測 をと る こと は で き な いが、 土師器 は赤褐色を 呈し、 表面 は櫛目調節が 多 く 内面

は組 く へ ラ 調整が行われ て い る も のと、 う す く 櫛目調整 を 行 っ た も の が あ る 。 焼成は充分で堅

織であ る 。 内面 は組い へ ラ 調整 を 行 い土器 の 胎土は砂粒混 じ り で、組い。 叩石 状 の 石器 は 自 然 の

河原石を 利用 し た も の で、 顕著な二次加工は認め ら れ ないが 一部使用 痕が認め ら れ る 。

土 塙 (図版 4 )

住居祉 の 南西部約 8 m に半 月 形 を呈す る 土壌 を 一基検 出した。 主軸をN-860-Eにと る皿

状の土壊で ある。 上部 を相当 カ ット さ れ底 の部分だけが残 さ れた も の で、 残存す る肩か ら の深

さ は約20cmであ る 。 ロ ー ム 層に掘り込んだ部分だけが確認でき、 黒色撹乱土が混入していた。
遺物は認められ な L、。 旧形は、 ロー ム 層 ま で掘り込んだとすれば約 1 m の深 さ に達す る 可能性

も あ り 、 広さ も か な り あ り 、 距離的に も いくぶ ん は な れてい る こと な どか ら墓地 と 考える こ と
も で き ょ う 。

柱 穴 群 (図版 5 �B) 
No.23 ・ 24調査区 の西側で南北約 1 6m 東西約 1 2m の範囲 に わた っ て柱穴群が認 められ、 柱穴の
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中 や周囲か ら土器の細片 が出土 し た。 柱穴はほ と ん ど が円 も し く は長楕円で あ る。掘り込みは

いずれ も 浅 く 20cm内外で規則的 な配列はみ ら れ な い。 散在す る 土器 片 は い ずれも細 片で縄文土

器が数点み ら れ、 あとはほ と ん どが土師器 ・ 須恵器片 で あ る 。 (図版16�l7)

(1)-(3)縄文晩期の遺物でいずれ も 口 縁部で あ る 。 ( 4)は底部 でやや上げ底を呈し、 い わゆ る 木

の 葉底 で ある。 ( 8) -帥はいずれ も 高杯 の杯部 片 であ る 。 色調 は赤褐 色を呈 し 、 き め の 細 か い胎

土 を使用 、 焼成 も 良好で あ る 。 帥に細 い稜線が認め られ る 。 帥~帥l土高杯 の脚部で あ る 。 ωは

裾広がりにな る 脚部と思われるの 色調は赤褐色で細か い胎土 を使用 し 焼成も 良好であ る 。 内側

はへラ 削 に よ る 調整痕がみ ら れ る 。 Mは杯部との接合点に近い部分と思われ、 横線が あ る 。胎土

と焼成か ら土師器と 判断 し た。帥は小型丸底査の 胴部の 一部で あ る 。 他 の 土師器片に く らべ て

いびつ な感 じを与 え内面に手な で の あとが 明 瞭で あ る 。 色調;土暗褐色 を 呈 し、 焼成は 良好で、堅

績 で あ る 。 帥は須恵器で色調 は う す い灰色を 呈す る 。 表面に格子 目 と内面 に弧叩 き が施 さ れて

い る 。 帥は 滑石製 の 石鉱で、表面には煤 の 付着が あ る 。 こ の細片は 石鍋が こ われ た の ち 破 片 を再

使用 し た ら し く 、 一端を 磨き、 石包丁 の よ う に仕 上げ て い る 。 整形さ れた刃部 の 中央 に使用 痕

が認められ る 。

第7号溝東側周辺 (図版9)

第 7 号溝 の 周 辺で南北約 1 8 m の 範 囲に亘 り 古墳時代の遺物が ま と ま っ た状態で出土 し た。
散在す る 土器片 群を第 7 号溝が切 っ た状態にあり、 土器群と第 7 号溝とは時期を異に し 、 第 7

号溝が時期的に後行す る も の で あ る。 こ の部分だけが 開墾等 の 破凄か ら ま ぬがれ残存 し た も の

と思われ る 。 こ の ほ か に は土器群に伴 う と考え ら れる住居祉 ・柱穴 ・ 土壌 ・ 溝など の遺構を認め

る こ とはでき な か っ た。 遺物は、 土師器片が主で器形 ( 土 高杯が多L 、。 査は破片で見 る と う す い

赤褐色を呈 した も の が 多 く 、 胎土 に は 砂粒 を混入 し て い る。 調整 は 内面 の底部近 く が手な で胴

部か ら口 縁の接合部 ま で‘へ ラ 削 り を行 っ て いる。 器面は櫛 目 調整 で あ る 。 焼成は 一般的に悪

い。 図 版 1 8 (1)は椀で回転測図で 口 径 1 4.8cm・深さ4. 2cmを計 る 。 色調は赤褐 色を呈 し 胎土に

滑石を混入 し て い る 。 焼成中あまりよ く な く、 も ろい感じを あたえるO 器面に粗い櫛 目 調整が

み ら れ る 。 (2)は高杯 の均三部nーである。 色調はうすい赤鰯色を呈す る が砂粒混 り の胎土は不良で

表面 の風化が著しL 、。 器耐に櫛 目 調整 の あとが認め ら れ る 。 ( 3- 5 ) は 高界の脚部片 で いず

れ も 赤褐 色 を 呈す る 。 内 面をへ ラ 削 り で調整 し、 器面に櫛 目 調整 が施 さ れて い る 。 時 期を具に

す る と 思、われ る が、 図版26 (2)は偏平な 安山岩質の河原石に簡単な 打ち欠きを施 した石器で あ

る 。 いわゆ る 磯器で縄文時代の も のと思われ る 。

大 溝 (図版15)

No.27 -28調査区の西側 で 最大幅約 3 . 7 m 、 最深部約 1 m の大溝を検出 し た。 南側 の農道か ら

畑地中央部へ と 向 っ た状態にあり、 中央部に向 う に し た が し 、 細 く 、 ま た浅 く な っ て い た。 あ ま

りに不規則で古墳 の 周 濠と は考 え 難 い。 畑地 の 中央部 に湧水地 の 痕跡は な い の で 、 畑地の雨水
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の排水溝 も し く は畑地か ら城 ノ :堤 の あ る 谷間へ と 通 じ る 道路であ っ た の か も し れなし 、。堆 積土

は主に前記 の 層位図に示す第 I �III層 の 土が入り混 じり短期間 の う ちに埋 まった状態で、 踏み

固 められた状態は見 え な L 、。 し たが っ て 、 あ る 時期、 こ の 溝を う めて畑地を平坦に整地 し た も

のと解釈 さ れ る。遺物は こ の堆積土に混 じ っ て古墳時代 の土師器 と 須恵器が出土した。

図版1 9 ・ 20 ( 1 ・ 2) は壷 の口縁部片で いずれ も 煤の付着がみ ら れ る 。 色調 は い ずれ も 明 褐 色を

呈 し、 胎土、 焼成 と も 良好で竪織で ある。(2)の 面内は箆削、 器面 は 櫛 目 調整 が 行われてい る。

( めは高杯 の杯部と思われ る。胎土 焼成が悪 く 風化が著 し い。 (4 � 7 ) は高杯 の脚部でいずれ

も 色調は赤褐色 を 呈する。 ( 4 � 6 ) は胎土 ・ 焼成 と も 不 良で、 ( のの 焼成は 良好で堅織で あ

る 。 ( 8 � 1 0) は須恵器でいずれ も 細片で器形 を も と め る ことはで き ない。

溝 遺 構 (図版 1 )

No.22�24調査区 と No.27�28調査区に多 く の溝遺構を検出 し た。No.22�24調査区では第 5 号溝

が 最 も 大 き く 南か ら北へと傾斜す る。ま た、 第 5 号溝には第 1 0 ・ 1 1 ・ 1 4 ・ 1 5号溝が合流 し 、 第

2 ・ 3 ・ 4 号溝 は切り込ん だ状態にある。

方 形 溝 (図版 1 ・ 1 0)

第 5号溝に切り込ん だ第 3 号溝には同 じ よ う な規模 の第 2 号溝が直角に交わり、 第 7 ・ 8 号

溝 が平行 し 、 北側 の 斜面 と ー諸に な っ て 方形 の区画 を 形成 してい る 。 南北聞 は 不 明 瞭で あ る

が、 東西は約 1 6 mを計 る 。 第 2 号溝は第 3 号溝へ 向 っ て傾斜 し 、 第 3 号溝は第 5 号溝 と ー諸に

な っ て 北側の斜面へと傾斜 し て い る 。 第 7 ・ 8 号溝は第 l 号溝と の合流点 の 近 く が 最も深 く -

50�60cmを 計 る 。溝 の幅 は 1 m�卜 5 m 程度で あ る 。 方形 の区画内は踏み 固 め ら れた状態を示

し 、 中央部からや や西側によ っ た と こ ろ か ら 東側に向 っ て小規模な 第 l 号溝が走 っ て い る。上

部 を いく分 カ ッ ト さ れており残存す る 部分 の 最 も 深い と こ ろ で 1 0数cm足 らずで あ る 。 溝 の 中お

よ び周 辺には河原石 と ー諸に磨製石斧や土師器 ・ 須恵器が数点出土 した。 第 3 ・ 7 ・ 8 号溝は

方形にめ ぐる溝で あるので古墳時代 の方形 周 溝墓や方墳、 ま た 中世 の館に付随する務な ど と 考

える こ と がで き る 。 し か し、 方形周溝墓や方墳にしては、 主体部が不 明 維で、 溝 の規模が小 さ

く 、 V字やU字形 を 呈す る も のはみられず、 逆に第 3 号溝は古墳時代に は み ら れ な い 有段 の 形

を 呈す る こ と な ど、 また古墳時 代 の 明 確な遺物が周 溝内か ら出土 し て い ない こ と な どか ら古墳

に伴 う 溝の可能性は 少 な L 、。 む し ろ 方形 の溝に 固 ま れた部分は全体的に踏み囲められた状態 に

あ る こ と から何らかの建物 が あ っ た も のと思われる。 す な わ ち 、 中央部か ら東方向へ向う第l

号溝ば建物に 伴 う 生活用水等の排水溝、 ま た、 周 囲に め ぐ る 溝は、 区画 を 分かつ機能 と 雨水 の

排水溝 と し て捉え る こ と はで き な いかとす る も ので あ る 。 小字 名 「微雨」 が示すよ う に、 中位

時期に新 しく 開墾 さ れた地域であ る と 想定 され、 民家か ら か なり離れた地域に あ たり、 現地で

農作業道具等 を保管 し た り 、 作物を保管 し て おく よ う な 、 いわゆ る問屋等 の建物があった の か
も し れ な し 、。

内4



遺 物

第 l 号溝 図版2 1 ( 1 � 4 ) は いずれも灰色を呈す る須恵器で(5)は土師器 で、糸切底で‘ あ る コ

図版26仏)は組雑 な っ く り の 石斧.c あ る。 石質は砂岩で良質では な い。 融打に よ る整形痕が認 め

ら れ る が刃部の研磨 は雑で あ る 。 悪 い石質に加え て使用 が乱雑で破損が著 し い 。 (3)は尖頭状石

器で石材は サ ヌ カ イ ト を用 いてい る 。 両面に簡単な加工を施 し 、 先端を尖がら した石器 で あ

る 。 こ の ほ か土師 器 の 細 片 が数点 出 土 し て い る。

ω 地 区
図版22ω ( 1 � 3 ) は灰色 の須恵器で ( 4 ・ 5 ) は土師器で あ る 。 ( 4)は 明 褐 色 を 呈す る高台

付 の境で胎土、 焼成と も よ 〈 な い。 (めは糸切底であ るO こ の ほ か、 土師器 の童話や須恵 器 の 細 片

が 出 土 し た。

(B) 地 区
遺物は非常に 少 な く 土師器 の 細片 が数点 出 土 し た にと どま っ た。

( C) 地 区

c1 � 3 ) は須恵器であ る 。 (1)は口 縁部で(3)は蔵骨器様 の底部で あ る 。 (刷工ス リ 鉢で近世 の

も ので あ る つ こ の ほ か土師器 の 細片が数点と( 引 の ス リ鉢 と 同 じ く 近 世 の磁器が 出 土 して い る 。

第 4 ・ 5 号溝 ( 図 版 1 3)

第 3 � 5 号溝は切り合 い の 状態から第 4 号溝が先行 し 、 遅れて第5 号溝が畑地 中央部 に向 っ

て継ぎ足された も のと思われ る 。 第 3号溝は第 4 ・ 5 号溝双方に 切 り 込であり最 も 新 し い。 第

5 号溝はNo .25調査区東側部分か ら北側の農道まで続 き そ の間28 mで幅 はNo .25調査区 で 約2. 3m

深さ は約40�50cmで北側へ向 う に従い深 く な っ ている。 No .23調査区 の農道 に近い北側で は幅が

広 く な り 最大幅2. 7 m を計 る 。

第4 号構
図版23(1)は縄文晩期土器で‘( 2) は須恵質土器、 (3)は土師質土器で、 いずれ も 細片であ る 。 こ の ほ

か、 土師器、 須恵椴 の細片がみ られた。

第 5 号溝、

図版24(1)(2) はな1恵器で、 ( 3)は瓦器で火鉢 の破片で あ る 。 ( 4)は磁器で、 回転測 図で口 径1 0.5cm

を計 る 。 色調は薄い青色 を 呈 し、 やや濃いめ の青色で文様がつけ ら れて い る 。(5) も 同 じ〈磁器

の底部 で あ る 。

第13・14・15・16号溝(図版12)
第 1 3号溝がほぼ南北方向 に あり、 第1 4 ・ 1 5号溝が直行 し た 状態 に あ る 。 第 1 4 ・ 1 5号線 は、 こ

の 第 1 3号溝と の接合点か ら東の方向へ約 6 m むか っ た地点で合流 し、 さ ら に 、 第 5 号溝 に合流

す る 。 第 1 4号溝 は元米第 1 6号溝とつ な がり、 第1 5号溝と ほぼ平行 し た 状態に あ っ たも の で、 第

1 3号溝と接す る 所か ら新た に 第 1 5号溝に合流す る よ う に 掘り込まれて い る 。 図版1 2第1 3 ・ 1 4 ・
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1 5号溝の接合地点で断面 の深 さ を計 る と 、 第 1 3号溝 25cm、 第 1 4号溝 4 1 cm、 第 1 5号溝 50cmで、あ

る 。 また、 図版1 2に示す よ う に 、 第1 4 ・ 1 5 ・ 1 6 号溝の接合地点で の 断面では 、 第 1 6 号溝 l l cm、

第 1 4 号溝47cm、 第 1 5号溝57cm を計 る 。 す な わち、 第 1 3号溝 の排水は第 1 4号溝 も し く は第 1 5号溝

に流れ込み、 第 1 6号溝 の排水は第 1 4号溝に流れ る 。 こ れ ら の第 1 4 ・ 1 5号溝 に集 ま っ た排水は、

第 1 5号溝 だ け に集め ら れ、 さ ら に 第 5 号溝に合流す る こ と がわか る 。 各溝 の長 さ 、 最大幅 、 最

大深は下記 のとおりで あ る 。

長 さ 最大幅 最大深

第 1 3号溝 1 8. 5cm 95cm --33cm 

第 1 4号溝 1 5 . 3cm 60cm --75cm 

第 1 5号溝 1 9 cm 80cm --65cm 

第 1 6 号溝 1 1 . 1 cm 60cm --34cm 

遺物は土師器 の 細 片 が数点認 め ら れ、 x 印地点に焼土が少 し認め ら れた。 溝 と 直接的 な関連

が あ る と は考 え ら れな L 、。

(紛 その他の遺構

第 6 ・ 9 ・ 1 2 ・ 1 7 号溝

こ れ ま で述べ て きた溝 のほかに も 、 小規模の溝を検出 す る こ と がで き た。

第 6 号溝は方形溝遺構 の 内側 に あり、 第 5 ・ 8 号溝 と 平行 し た状態に あり、 北側に 向 っ て さ ら

に 伸び る と 思われ る 。 顕著 な遺物を検出す る ことはで き な か っ た。 調査を 実施 し た範閤で の 溝

の長 さ は、 約 3 m 、 幅52cm、 深 さ 6 cm程度で、あ る 。

第 9号溝

第 8号溝 の 東側約 4 m 地点に第 8 号溝と平行 し た 状態に あ る 。 調査を 実施 した範 囲 で、 の溝 の

長 さ は約 6 . 8cmで、 最大幅は57cmで あ る 。 中央部分が最 も 深 く 57cmを 計 る 。 溝 の中か ら 遺物は

出土 し な か っ た。

第1 2号溝

方形溝遺構 を形成す る 第2 号溝と第7 号溝 と の接合部付近に あり、 第2 号溝 を き っ た状態に

あ る 。 長さ は5. 6 m 、 幅約40cm、 深 さ 約20cmであ る 。

第1 7号・溝

No .24東側調査区 の 第 5 号潜と試掘 ト レ ンチ の間にあ り 、 規模は小さく、 長 さ 28 m 、 最大幅6 1

cm、 深 さ 28cmを 計 る 。

(心 その他の遺物

方形溝遺構東部地区

図版23 ( 1 • 2 ) は土師器で あ る 。 ( 1)は葱形土器 の口 縁部で、 口 唇部 の外側が細 く 突出 す る

特徴が あ る 。 (2)は口 縁部 と の接合部分か ら胴部にか けて の破片で あ る 。 器面は櫛 目 調整、 内面
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は箆削りに よ る 調整が施 さ れ て い る 。 ( 副主須恵器片で、 内面に水引 きのあとが残 る 。 こ のほか

付近か ら(1)(2) の土 の土師器と時期を同 じくす る 細片や、 中世の糸切底の破片 が認め ら れた。

第 1 4号溝周 辺

図版25C勺は灰白色を 呈す る瓦質のすり 鉢で あ る 。 中世の も の と ，思われ る 。

No.27調査区

図版25( 1)は縄文後期土器 で あ る 。 鉢の口 縁で、 口唇部 に縄文の施文があ る 。 (2) ・ ( 紛は瓦質の

すり鉢片で、 ( 4) ・ ( 5 ) も 瓦質土器であ る 。 細片であ るので、 器形は推定 し が た い。 ( 6)は陶器 の 底

部 で あ る 。

表採資料

図版25( 9)は、 縄文晩期土器の口 縁部で ( 8)は中世 の火鉢であ る 。

U ま と め

今回の発掘調査に よ っ て把握で き たことにつ い て 、 時代ごとにまとめ て み た い。

縄文時代

顕著な潰構 を 認め る ことはで き な かった。 遺物 の 数 も 少 なし土器 の 細片と組雑 な石器が出

土 し たにとどま った。

黒色磨研土器の出土 は概 し て 少 なし色調は褐色 を呈 し、 胎土はし、 く 分担く焼成 も あ ま り よ

くな い。 口縁に沈線を施 し た童話、 深 鉢、 浅鉢の器形を求め る こ とがで きょう。 平底 を皇する「

木の葉底」 や、 口 縁にすり消縄文や沈線の施文が認め られる こ となどか ら 、 後期後葉か ら晩期

の所産と考え ら れ る 。 一般に広大な 面積地に 多量の遺物を出土す るのが後晩期の特徴で あ り 、

遺物 の 少 な い今回 の 調査地は. 遺跡 の主要部分か らはずれた部分にあ たると云え よ う 。

弥生時代

遺構、 遺物 を認め る こ と は で き な か っ た。

古墳時代

遺構と し ては、 住居祉 l 基と こ れに伴うと考え ら れ る土墳お よ び往穴群を検出 し 、 さ らに、

付近に土師器、 須恵器 の 散在 を み た。 畑地の整地や耕作等に よ る 遺跡 の 破壊 も 大 き いと考え ら

れ る が、 遺物 の量 も 少 な く 、 住居士ù:が群在 し て いたとは考え難し、 状況にあ っ た。 周囲に肥沃な

耕作地を も たず、 生産性基盤 の弱L 、 立地状況 が原因す る も のと思 われ る 。 検出 し た住居祉と、

周囲か ら出土 し た土器の時期は、 古式土師器を主とす る 時期に あ たる。 た だ し 、 萱 の口縁に複
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合 口 縁にあたるものが見あた らず、 高杯の脚部は裾聞き にな り 、 杯部 お よ び脚部 の 屈曲部が明

確で な い こ と などか ら 推 し て 、 古式土師器の 中で も 新 しい時期す な わ ち須恵器と の 共伴 を見 る

時期に相当 しょ う 。 第 7 号溝東側から まとま っ た 状態で 出 土 し た 土器群は、 周 囲に明 確な 遺構

が見あ た ら な か っ た の で、 何に伴 う も のか不明 で ある。 時期的 には住居祉 お よ びそ の 周 囲 に散

在す る 土器よりも新 し く 、 土器 の組成は須恵器を 主とす る時期にあた る 。 遺跡 の 拡大化は認め

難いが、 古墳時代 を通し て 遺跡 の 存続があ っ た こ とは認め ら れ る 。

中 世

小規模 なが ら、 三jj念講に、 北側 を自然 の 傾斜で凶 ま れた方形遺構は、 内側が 平担かつ踏み

固 め ら れた 状態であ っ た。 溝や周囲 からは、 中世の土師器や瓦質 の ス リ鉢、 ま た 舶載品 と も 思

われ る 染付 などが認め られた。 さ らに 、 方形遺構 のほぼ中央部か ら東側 に向 っ て 第 l 号溝が掘

ら れ て おり、 お そらく生活用水 の 排水に使用さ れたとも思え る 。 す な わち 、 方形遺構 の 内側 に

は、 小規模 な 建造物が設け ら れて い た可能性があ る 。

排水溝

方形溝 のほか数多 く の溝が認め られたが、 お も に中央 の 第5 号溝 に つ な が るも の と 考 えら

れ、 こ の第 5 号溝が北側へ向 っ て 自 然 に傾斜す る こ とから排水溝とみるこ とがで き ょ う 。 時期

的 には方形溝が第 5号溝を切 っ た 状態にあり、 その時期は少 な く とも方形溝遺構 よ り も 古いと

考えられる。 ただ し 、 こ の第 5号溝に流れ込むそ の 他の溝の 時期 は、 出 土遺物も 少 ない の で 不

明確で ある。 また、 No.27�28調査区西側で、検出 した大溝は、 生活地に 密着 し た遺構と は考え難

く 、 台地上に もた ら さ れた 雨水 が谷へと落 ちる際 に 自 然に形成主れた可能性が強 い 。 こ の 溝 の

堆積土 の 中 に は、 古墳時代 の 土師器や近世 のスリ鉢片な ど が あり、 近世に お け る 畑地 の折に埋

め ら れたも の と考え ら れ る 。 (江本〉
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第二章 曽 畑 貝 塚

I 調 査 概 要

(1) 遺跡の位置と環境

曽畑貝塚は、 行政区宇土市岩古曽111]"\21畑にある。 国土地理院発行50，000分のl、 「熊本Jの

東経130036、 線か ら東へ34.5cm・北緯32040 1 ���か ら2 . 5cm上 にあた る 。 宇土半島 の 基部で熊本平
野 の南限立なす標高314 m の雁岡山か ら北西部方向へ舌状 に伸びた台地の末端部に立地す る 。

注1

台地下 の西側には潤川が形成 した沖積平野が広が っ ている。 ち な みに貝爆の標高は海抜約7 .� 
8 m で、 西側に広が っ ている 水 田地は海抜約3. 7�5. 1 m であ る 。 貝塚の 南側に は標高60.7 m を

はか る 花闘山があ り 、 雁回山南鑑と こ の花園山に固まれ た一帯は 小規模の谷合いをな し 、 沖積

平野を形成 し て い る 。

周辺には古保里遺跡 (縄文時代御領式土器を主体と し 、 貝塚がある) ・普導寺 (縄文晩期~
注 2

歴史時代) ・山内遺跡 (縄文早期~歴史時代、 押型文土器を主体とす る ) ・上松山箱式石棺出
注 3

土遺跡 な ど があ り 、 向 野田 古墳へとつ な が る 。 花園山の 東お よび南側に かけ て は 古墳が 多 く 散
在 し ている。 立岡池の 東側には、 三日鬼の鰐古墳・夫婦塚古墳・楢崎古墳がある。 立岡池の南

倶� vこは、 立岡遺跡(押型文土器を出土〉をはじめ と し て晩免古墳・ ウバ塚古墳・潤野古墳・西

潤野古墳が あ る 。

著名な西岡台遺跡や轟貝塚は西方 向に直線に し て 、 そ れぞれ3.8km・4. 2kmの位置にあ た る 。

(局 トレンチの設定

今回の試掘調査は水田下 まで貝塚が広が っ て い る の か ど うかを調査することを 目 的と し た も

のであ っ た。 第4 図に示す よ う に、 西貝塚の南西部約100 m 地点にA ト レ ンチを、 さ らにA ト

レ ンチの西側約50 m 地点にB ト レ ンチを設けた。 また 、 西貝塚とほぼ同じ レ ベル上に 立地 し 、

西側約60 m 地点にあた る 部分にC ト レ ン チを設け た。

A. B ト レ ンチは長 さ 15 m 、 幅1.5 m とした。 A ト レ ンチは約卜2 m 掘り下 げ、 東側約1 m の

グリッドは3.45 m 掘り下 げた。 B ト レ ンチは約1.35 m ・C ト レ ンチは約1m掘 り 下 げた。 西貝

塚地点の標高は海抜7.78mで、 A ト レ ンチの水田地表面は4. 87 m 、 Bト レ ンチの水田地表面 は

4. 44 m で、 西貝塚との比高は そ れぞれ2. 91 m 、 3.34 m をはかる。
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注1、雁回山は中世末の白亜紀(後期) の火成岩で形成され、泥岩層と穣岩層が見られる。 黒褐色の泥岩

層 は砂岩や流紋岩質凝灰岩を含んでいる。 泥岩層の上に主に黄褐色をした磯岩層があり、砂岩の薄

層 をはさんでいる。 礁は砂岩 ・ 花岡岩 ・ 変成岩 ・ 蛇紋岩などで、 1 m近くに達する巨穏や、 1 -数

mに及ぶ赤色泥岩を含んで、いる。 とくに、花園山周辺は赤色泥岩が顕著に認められる。

注2、周辺の遺跡については下記の文献に詳しい。

卯野木盈二 「宇土半島の歴史」 宇土半島自然と 文化字土半島研究会 1 975 

宇土市史跡分布図 宇土市教育委員会 1975 

注3 平山修一 「熊本県宇土市松山町山内遺跡の遺物」 九州始源文化研究会会報2 1 972 

E 層 位

A トレンチ東側断面 (図版2 7-1 ) 

I層 耕作土層

E 層 赤褐色粘質土層 ローム状の堆積土

E 層 濃茶粘質土層 ローム状の堆積土

町 層 赤褐色粘質土層 V層 と接する部分に弥生式土器と思われる細片が認められる。

V 層 黄褐色 質土層 ローム状の堆積土

M層 青白粘質土層 ロームの堆積土

刊層 黄褐色砂質土層 ローム状の堆積土に砂質およびまるみをもっ小石が多くまじる。

YlII層 青褐色砂膿層 湧水が多くある。 砂および小石が多い。

医 層 泥 炭 層 黒褐色の砂が主で、小石がまじる、 小石は角せん石が多L、。

X層 砂 磯 層 K 層とほぼ同じ状態を示す。

Bトレンチ北側断面 (図版2 7-2 ) 

I層 耕作土 層

E 層 黒褐色土層 Aトレンチ第E層に比定

E 層 赤褐色粘質土層 Aトレンチ第N層に比定

N 層 黄褐色粘質土層 Aトレンチ刊層に比定

V 層淡灰 褐色砂質土層

W 層砂膿層 上部赤褐色 下部淡青褐色 Aトレンチ第四層に比定
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Cトレンチ 東側断面 (区版28 )

I 層 耕 作 土 黒色擾乱土層 貝を含む

E 層 暗褐色粘質土層 小石 ・ 小礁を含む

E 層 暗褐色粘 質土層 ローム状堆積土。

W層 青褐色粘質土層 小石 ・ 小礁を含む。

E 遺 物

Aトレンチ (図版24�31 )

第I�m層

遺物は認め ら れ な か っ た。

第W層

第 N層 と 第 V層 と が接す る 部分に土器片 が 一点認め られた。 土器片は細片で色調 は赤褐色合

呈す る 。 表面はロ ー リングを受けざ らざ ら し た状態で焼成お よ び胎土から判断 し て 弥生式土器

片と思われ る 。

第 V �刊層

遺物は認め ら れ な か っ た。

第VlII層 (図版2 9�30)

縄文式土器 と 自然遺物、 木片 ・ 木 の実 ・ 木 の葉が 出土 し た。 縄文式土器 はローリ ン グがあ り 、

表面の磨滅が認 め ら れる。 木片 ・ 木 の実 な どは散在 し た状態であ る 。 図版29 ( I � 3)は曽 畑

式土器 の胴部片で、 ( 1)、 (2)は平行沈線が施 さ れ( 3)は横 行と斜行す る 沈線が施 さ れて い る 。 いず

れ も 薄手 の も のぐ\色調は( 1)が黒褐色で、 (2) 、 ( 紛は 明褐色を 呈する。 ( 4 � 9 ) は 後期前葉の

土器であ る 。 ( 必は深鉢 の 直行する口縁部で波状を呈す る 。 回線に よ る 施 文が あ る 。 器面 は 明 褐

色 を呈 し 、 胎土は粗く砂粒 が 混入 さ れて い る 。 焼成は良好であ る がロ ー リγグ に よ る磨滅 が著

し い 。 ( 5)は深鉢の口縁部で口唇部直下 に口辺に平 行 し て傾斜 し た刺突文が一巡 し て い る 。 器面

は 黒褐色 を呈 し、 胎土 ・ 焼成 と もに不良であ る 。 ( 6)は深鉢 の口縁部である。 施文は見 ら れず、

粗い 器面調整であ る 。 胎土 は粗く 焼成 も 良くなL 、。 ロ ー リング に よ る磨滅が見られ る 。 ( 7);主胴

部片であ る 。 器面 に 薄い貝殻条痕文が見 られ胎土には砂粒 の 混入 が あ る 。 焼成は良好であ る 。

色調は外面が暗褐色、 内面が黒色であ る 。 ローリングに よ る磨滅が見 ら れ る 。 ( 8)は薄手 の も の
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で 、 沈線状 の施行が あ る 。 胎土に砂粒 の混入は少 な い。 焼成 も 良好とは い え な い。 色調は補色

を呈 し 、 ロ ー リング に よ る磨滅 が著 しL、。 ( 9) も 薄手 の 胴部片であ る 。 外面に貝殻条痕文状文様

が あ る 。 胎土に滑石 の混入 は な く 、 焼成も良 く なし、。 色調は外面が褐色を呈 し 、 内面 は 黒色で

あ る 。 ロ ーリングに よ る磨滅が ある。

第 医 層 (図版30一 1 �図版32-1 2)

遺構を検出 す る こ とはで き な か っ たが、 縄文式土器 と 獣骨 ・ 貝類 ・ 木片 ・木の実 の 自 然、遺物

お よ び網代の一部が 出 土 し た。第四層 の 土器片に く らべてロ ーリング は少なし 、 。 獣骨 と 貝類は下

層部分に近接 し 、 ブロ ッ ク の状態で 出土 し た。木片 ・木 の実は上層 から下層 に いた るまで 出 土 し

た。 木片 は最 も 大 き い も ので長 さ 5 5cm、 幅 1 3cm、 厚 さ 3 C1J1をはかる。 流木 と 思われるも の が多

い が、 人工的 な 削 痕の見られ る も のもあ る 。 出 土 した土器は いず れ も 曽 畑 式土器 で あ る 。 図 版30

( 1)は 口 縁 が ほ ば直行す る深鉢で、 復原す る と 口 径は 1 5. 4cl1!をはか る 。 器壁 は 口 縁部が厚く、 胴

部 に か け て次 第に 薄 く な る 。 中間部分の器壁 の厚 さ は 7仰程度で薄手で あ る 。 口 層部には刻み

目 文が施 さ れ 口 縁部の 口 辺か ら約 2 cmに亘 っ て 羽状文が施されて い る 。 羽状文 の下部には横行

も し く は やや斜行 し た沈線が施 さ れて い る 。 胎土に は 砂粒が混 じ り 、 焼成は良好で あ る 。 器面

の 色調 は黒褐色を呈 し 、 外'面には多量の煤が付着 し 、 煮炊 きに用 い ら れた も の と 思われ る 。 (2)

は 口 縁部がやや外反 し 、 器壁の厚 さ 7脚 を はか る 薄手の深鉢で、 あ る 。 施 文が 内 ・外両面に見ら

れ る 。外面は三種の文様を 認め る こ と がで き る。 第一文様帯は 口 辺部直下か ら四 列 の連点文が

横 に並ぶ。 連点文 の下には五本 の沈線が横 行 し、 第三 文様帯は、 斜行 し た平 行沈線文 で あ る 。

いずれ も 丁寧な施文であ る 。 口 唇部に も 連点文があ り 、 刻み 目 状 を 呈す る 。内面 は連点文 と 三

本 の 沈線文が施文されて い る 。 内面は外面に く らべて施文が しに く か っ た も の と 思われ、 沈線

はみ だ れて い る。沈線から胴部にかけ て は 同 じ施文具を 用 い たと 思われ るひ っ か き 状の調整痕

が認め ら れ る 。 胎土には砂粒 が混 じ り 焼成が良好で器面は精微で あ る 。 色調は黒褐色乞呈 し 、

器面に は煤 の 付着が著 し い。 ( 3)は臨部片で横 と 斜 行す る沈線を組み合せ た 文様 で、 や や施文が

雑であ る 。 胎土 ・ 焼成 と も ( 1) ・ ( 仰こ比べてや や不良で、 色調は外面が黒色 で 内面 は褐色宮呈す

る 。(4) ・ ( 5)は 同一個体 と 思われ る。 ( 4)は 口 縁が直行す る 深鉢 の 口 縁部で あ る 。 口 辺部 の す ぐ 下

に右聞 き の羽状文があ り 、 横 行す る沈線が続 く 。 羽状文 ・沈線 と も ( 1) の 文様に比べて雑な旋文

で あ る 。 ( 5)は 8本 の平行沈線文が認め られる。 薄手 の深鉢の胴部にあ たる破片 と d思われる。(4)

・ ( 紛の 胎土に は砂粒が混 じ り 焼成は普通で ある。 色調 は、 いずれ も 灰白褐色を呈す る 。 ( 6) は 胴

部片で、 二本 の平 行す る 沈線が認められ る 。 施文は雑であ る 。 砂粒混 り の胎土で、 焼成はあま

り よ く な い。 外面に煤の付着があ る 。(7)-ωは胴部片で、 平行す る沈線文が施されてい る 。(7)

・(めには煤の 付着が あ る 。( 9) の施文は非常に粗雑で あ る 。 網代 ( P L 38) の一部 7 . 6cm x 6 . 5cI1!が

認め ら れ た。竹製 と 思われ、 幅約4酬の も の を 組み合せ て っく り あげ て い る 。 曽畑式土法に共
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伴する遺物 と し て貴重な 資料である。

第X層

遺物は認め ら れ な か っ た。

Bトレンチ (図版27� 2) 

第 I �II層
遺構、 造物は認め ら れなか っ た。

第皿�N層

第 E 層か ら 第 W 層 へ切 り 込 ん だ状態で、 幅約 1 . 2 m ・ 深さ約25cmi'計 る 溝状 の落 ち 込みがみ

ら れ、 底部 に 少量 の カ ーボ ン を 確認す る こ と がで き た。 この溝状 の遺構が何であ るのか はさだ

かで な か っ たが、 こ の 溝状遺構を含め第 E 層 か ら第V層 にか け て は地層 の乱れが あ り 、 第III�

V 層 を ベ ー ス と す る 文化層が存在す る 可能性 は充分 で あ る。

第M層 お よ び第羽層 以下 (図版32)

第羽層 が A ト レ γチ の 第咽層 に比定で きる。 B ト レ ンチで、は、 第羽層 お よ びそ の下層を一部

(長さ約 1 5m x 幅約 1 . 5 m  x 深さ約 卜 5 m ) 機械掘 り を し たが、 その時 の排土 の中 に縄文式土器

と 自 然遺物が 見 ら れ る こ と を確認 し、 A ト レ ンチ と 同 じ様相を示す こ と を 確認 し た。 縄文式土

器 は合計 9 点で い ずれ も 細 片 であ る が、 A ト レ ンチの第四層 出 土土器・に比べてロ ー リ γ グ は 少

な い。

( 1) は器壁 の厚さ約 7 仰を計 る薄手 の土器 の 胴部片で あ る。外 面に沈線が二本認め ら れ、 内面

に は箆状 の も の で 調整を施 し て い る 。 砂粒混 り の胎土で焼成 と も 不良で ある。 ( 3) の 色調は、

( 1)、 (2)に く らべて やや赤味を おびた黒 褐 色 を呈する。 こ の ほ か の 6 点 の土器は5 � 6 cm以下 の

胴部 の細片 で ある。 いずれ も 無文で、 器壁の厚さは 6 � 8 mm を計 る 。砂粒混 り の胎土 で、 焼成

と も 不 良で器面 はざ らざら した状態を示す。 色調は殆どが 黒 褐 色で、 l 点だ け 明 褐 色を 呈す

る 。

以上、 出土 し た 9 点 の 土器は縄文時代後期 の も の と 思われ る 。

Cトレンチ 〈図版28)

北側断面図に示す よ う に第 I 層 から掘 り 込 んだ落 ち込みがみ ら れ、 落 ち 込み の 中 に 貝類が認

められた。第 I 層 の 耕作土 層 中に も 貝類が認め られ、 第 E 層暗褐 色粘質土層 以下は 自 然層 と 判

断 を し た。純 貝層 と は し 、 し 、難 い が、 貝類が散在す る と い う こ と で、 少 な く と も 遺物 の 出 土す る

可能性は認め ら れ る。

た だ し 、 第l層 の 耕作土層には客土の可能性 も あ り 、 西貝塚が直接的に伸 び て来て い る と の

断定はで き な か っ た。 (江本)
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N 曽 畑 貝 塚 (昭和41 年 3 月 4 日 報告)

集結Z正義議乙 益 重 隆 (現国学院大学教授〕

所在地 熊本県宇土市岩古曽町字曽畑

O遺跡の性格現状特色

本遺跡は鹿児島 本線宇土駅 の東南方約2. 5 キロ、 雁回 山 (標高 3 1 4 m ) の 西南麓につ な がる台

地 の西端に あ る 縄文式 の 貝塚で、 前期に比定 さ れ る曽畑式土器を 出 土する模式遺跡 と し て知ら

れ る 。

貝塚は花園 山 (標 高 60. 7 m ) と 曽畑部落に、 は さ ま れた低 い平坦 な 台地上にあ り 、 西側 は沖

積平野に、 南側 は小さ な谷に限 ら れ る。

本遺跡は既に明治 20年代若林勝邦氏、 大正時代はじ めには中 山平次郎氏が踏査 し 、 次 いで大

正 1 2年清野謙次 氏が、 昭和 1 2年頃には小林久雄氏 の発掘調査 も 行 な われた。 特に昭和34年江坂

輝弥、 乙益重隆、 賀川 光夫氏 ら の発掘成果に依る と 、 此 の 貝塚は 南側 の谷に面 し て 東西二つ の

貝塚が あ る 。 (第 4 図参照〉

東貝塚は縄文後期に比定 さ れる鐘 ヶ 崎式土器や、 坪井清足氏の仮称 し た岩古曽 式土器を主 と

し 、 アワビ貝 製垂飾品や磨製石器を 出 土 し た。 西貝壌は約30cm の 耕土下に貝殻偽縄文や渦巻文

を 主 と する鐘 ヶ 崎式土器 の層 が あ り 、 其 の下 は混土破 さ い 貝層 が深 さ 約25cmを も っ て広がる。

そ の下に曽畑 式土器だけ を 包含する、 ハイ ガ イ と カキ の深 さ 約35c却 を有する純 貝層 が あ り 、 完

形 の 鉢形土器lヶ及びほぼ完形 の深鉢形土器 6ヶが 出 土 し た。

最下層、 即ち貝層下土層では 山形押型文土器 と 、 ミ ミ ズ パ レ細隆線及び条 痕文を併用 す る早

期 の 土器片が 出 土 し て いる。

他にも南側 の 水 田 中に曽畑式土器 を 出 土する 貝塚が あ っ たが、 昭和37年頃 の地下げ工事で浬

滅 し た。 こ れ ら の 調査 成果は近 く 刊行 さ れる予定であ る 。

0土地概況

本 貝塚 の 主体 は台地 の南側と西側 を限 る崖線に沿 っ て 構成 さ れ、 現在畑地 と 宅地に占 め ら れ

て い る 。 恐 ら く 貝塚の一部 は水団地帯に も 及ぶ も の の様で ある。 東 貝塚は 貝殻 の 分布状態か ら

東 西 南 �I: 深 さ

東 貝 塚| 約25 m 約25 m 約 1 . 5 m 但土師し両遺貝塚跡は
の で

西 貝 塚| 約 1 5 m 約25 m 約2. 30 m つながってい
る。
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み て 、 約600平方米にE り 、 西 貝塚は約300 平方米に及ぶ。そ の他に も 水 田畦畔や道路下には部

分的 な 貝層 の堆積が認め られ、 特に本貝塚の重要地点と見 ら れ る 西 貝塚の直上には、 昭和39 年

か ら40 平に か け て 、 民家が建 ち宅地 と な っ た。そ の為畑地 と し て旧状 を保つ 区域は約20 平方米

にすぎなし 、。

尚東 貝塚の東側及び北側には土師 と 須恵器 の破片が散布 し て い る 。 恐 ら く 現在熊本市立熊本

博物館に所蔵する、 奈良時代様式 の獣脚は恐 ら く こ の一帯から採取された の で あ ろ う 。

O周辺の土地開発状況

本遺跡 の 上には 目 下 の と こ ろ新 ら し い施設や土地深耕、 そ の他著 る し い 現状変更 の計画はな

い。亦そ の 周 辺に も 特別 の計画は聞か な し 、。而 し遺跡 の外周 を限 る市道は 曽 畑 と 佐野部落に通

じ る 重要 な交通路にな っ て いる為、 住宅地 と し て開発され る 可能性が ある。

特に道路 の 幅員が約 2 m し か な い為、 将来恐 ら く 拡張され る で あ ろ う 。其 の時には 貝層 の完

全に残 る崖線が削 ら れ る 恐れがあ る。

O著書論文

1 . 若林勝邦「九州、|に於ける石器時代遺跡遺物の使概」考古学雑誌第1 巻 第1 0号(明治20年〉

2 . 中山平次郎「肥後国宇土郡花園村岩古曽字曽畑貝塚の土器」考古学雑誌第8 巻第5 号(大正B 年)

3 .  清野謙次「肥後国宇土郡花園村岩古曽字曽畑貝塚一ー附貝輸の用途一一」

歴史地理第43巻第2 号(大正1 3年)

4 . 清野謙次「 日 :本原人の研究J (大正1 4年)

5 . 小林久雄「肥後縄文土器編年の概要」考古学評論第1 巻第2 号(昭和1 0年)

6 . 三森定男「先史時代の西部 日 本」

人類学先史学講座第1 巻(昭和1 3年)

7 .  小林久雄「九州、|の縄文土器」

人類学先史学講座第1 1 巻(昭和1 4年)

8 . 杉村彰一「曽畑式土器に関する一考察」熊本史学第23号(昭和37年〕

9. 乙益重隆「縄文文化の発展と地域性一九州、|の西北部-J 日 本の考古学第2 巻(昭和40年)
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V 海水準の変化からみた含曽 畑式土器層の層序学的研究

緒 言

熊本県文化財専門委員 斎 藤 林 次

筆者は去 る 昭和50年 2 月 、 熊 本県文化課 によ る 曽 畑具塚付近 の調査に参加 し た 。 そ の際、 含

曽 畑 式土器出土層には3 つ の異な る 層準か ら出土す る こ と が 確かめ られた。 そ の後、 引続 き 5

本 の試錐が実施さ れ、 地下地質断面から含土器膚相互 の 層位関係が明かにな っ た。

杉村( 1 962) 、 江坂( 1 967) に よ れば、 曽 畑式土器 と 称す る も の は諸型に細分され て い る 。

筆者は 曽 畑 の例にみ ら れ る よ う に同一地点で あ り なが ら既に時代 を 異に し て 、 3 層準に出土

し 、 曽 畑式土器 と 称す る も の に range があ る こ と がわか る 。

本稿では含 曽 畑式土器出土層 の新旧時代 の 判定を地質学的視野か ら過去 の海水準 の変化 を 基

準に し て 、 そ の編年を試み る こ と に し た。 こ の海水準 の変化は過去 の世界的規模で‘行われ 日 本

に お い ても充分基準 と し て 採用 す る 価値が あ る か ら で あ る 。

I 曽畑貝塚付近の含土器層

曽 畑 貝 塚は宇土市岩古 曽 町にあ る 。 貝塚は宇土市 の東方約 3 km、 雁 回山 と 花園山に固 ま れ た
小丘地にあ る 〈第 l 図参照) N弘 l 、 恥 2 試錐にNo. 3 、 No. 4 、 Nι 5 試錐は西側隣接地に、 掘割A

BはNo. 3 と No. 4 試錐聞で実施 された。

首畑 貝 塚、 掘割、 試錐 の綜合地質断面凶 〈図版33) 及試錐柱状対比図( 図版33) を別に掲げ

る 。

首畑式土器 は ] ) 古 曽 畑土器層(泥炭層〉 、 2 ) 曽 畑 貝 塚層 、 3 ) 御手洗土器層 の 3 層準か

ら出土す る 。 古 曽 畑土器層 を 阿蘇 N 期凝灰岩 と の問、 曽畑貝塚層 と 阿蘇M即i凝灰岩 と の問、 古

首畑土器層 と 御手洗土器層 と の聞に は いづれ も 不整合が存在 し て い る 。

1. 含土器層の層序関係

江坂輝弥( 1 958) の 発掘に よ れば、 曽 畑貝塚では 曽 畑式土器は轟式土器 よ り も 、 上 層 か ら 発

見され て い る 。 御手洗土器層中から の 曽 畑式土器は水磨された小片で、 こ の 土器が首畑貝塚文

は古 曽 畑土器層 か ら由来 (der ive) し た も の で、 御手洗土器 と 同時代 のもの で・はな い。 上掲 の

地質断面 図か ら わか る よ う に含土器層 の層序関係は新 し い層 か ら古い 層に順にあげ る と 次 の第

l 表 のよ う で あ る 。

2. 古曽畑土器層の時代

古 曽 畑土器層 か ら 出 土 し た 貝類、 獣骨につ い て は第二章V1W の と お り であ る 。
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表

層 名 |出 土 土 器

(3) 御手洗土器層 曽 畑、 御 手洗A、 出水

不 整 合 、，、�ん

( 幼 曽 畑 貝塚層 f上部 曽 畑土器層 曽 畑、 轟
下部 轟土器層

不 整 合

( 1) 古 曽 畑土器層 曽畑土器層 曽 畑

第l

C14 Iこ よ以上 出 土 し た生物遺体は し 、 づれも現生種で、 貝類は有明海産 のも の と 同種で あ るO

る 古 曽 畑 土器層 の時代は ( 日 本 ア イ ソ ト ー プ協会分析)

ガ キ=5540 ェ95 B . P . 'マ

庁ハ イ ガ イ =5490 :t80

で あ っ た。古 曽 畑土器層 は縄文前期に当 る 。

古曽畑土器層の標高3. 

古 曽 畑土器層 で 曽 畑 式土器 と 共伴す る 貝殻は 地表下 2 .8 mA ト レ ンチ の 地表面は4.8 mで、

にあ り 、 従 っ て 、 曽 畑土器 の 出土位置は標高約 2 mとな る 。

E 、 海水準変化と曽畑土器出土層との関係

有明海研究グ、ループに よ れば、 有明、 不知火‘海域に お け る 海水準変化は下 の 第 2 図 に ま と め

て い る 。第 l 図を み る と ヨー ロ ッ パ の海水準に相対応 し て い る こ と が わか る 。

aoM却初Awm岬mmm剛山即回Mmw

匂噌町一回。~-eA噌ヨ切

Spalw旬開

呼匹í

。万年(B.P.)

有明・不知火海域における海水準変化

白色火山灰層
L 

第2図
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有 明海ではウ ル ム 末期に島原海進が あ り 、 ー10.--..1 5 m ま で上昇、 そ の後-40 m ま で海退 し て

い る 。 こ の-40 m か ら 、 再び海進に移 り 、 (縄文海進 ) こ の時 の堆積物は有明粘土層 で あ る 。

こ の有明粘土層 の 一部に対比され る のが縄 文時代 の 含土器 ・ 貝塚層であ る 。 縄文海進に伴 う 海

水準 の変化は 考古学的資料か ら も 推測 さ れ て い る。

こ の よ う に海水準変化 と 含土器 ・ 貝塚層 の層準が密接な関係にあ る こ と に着 目 し、 曽畑土器

の繍年を試み た。

こ の 目 的 の為に採用 し た資料 は下 の 通 り であ る 。

唐津港海底遺跡 196 5、 有明海研究ク。 ルー プ

江 湖 貝 壕 197 5、 坂悶邦洋

尾 田 貝 塚

曽 畑 貝 塚

1974、 坂 田邦洋

第E 章参照

1 海水準からみた曽畑土器層の新旧関係

唐津港海底遺跡 : こ の 遺跡は満潮面か ら 4 m 干潮面か ら 3 m の海底 の 砂を サン ド ポ γ

プで採取 し た際、 海底下 2 m の と こ ろ か ら曽畑式土器 の破片 と 、 カキ ・ ハマ グリ ・ サルボウ な

ど の 貝類 の ほ かイノシ シ (Sus) の顎骨が あ る 。 遺物は保存状態か ら 、 こ の場所が か つ て陸上

にあ っ た こ と を物語 っ て い る 。 当時 の海水準は恐 らく- 5 m 以下に あ っ た も の と 考え ら れ て い

る。

江湖貝 塚 :、 遺物包含層 (貝層〉は海水面下-O . 90.--.. 1 . 50 m間にあ り 。 貝 層 中か ら発見

され た土器はすべて曽畑式で、 共伴遺物 と し て は石器 ・ 貝製品 ・ 骨角器があ る 。 CJ4 に よ る江

湖貝塚の年代は

マ ガ キ=53 1O:t40年B. P.

であ っ た。

尾田貝塚 : 坂 田に よ る発掘地は熊本県玉名郡天水町大字尾 田 字本屋敷で‘神社 の 境 内 (

標高7 m 弱 ) であ る 。 曽 畑式土器包含は第 7 層 を主体 と し 、 そ の上位にあ る 第 6層では急激に

曽畑式土器包含は減少 し て い る 。 第7 層 の下面は標高 5. 7 mでる る 。

第 7 層 (尾 田 I 式 ) の 年代は

マ ガ キ=4，980:t60年B. P.

であ っ た。

曽畑貝塚 : 古曽畑土器層 の 標高約 2 m 、 CJ4に よ る 年代は 5 540士何年B. P. 曽畑貝塚層

の下底は標高 6 . 1 m であ る 。

以上 の 各個処におけ る 曽畑土器 の出土層 は第 2 表で、示きれ る 。
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第2表 縄文海進と曽畑土器層との関係

縄文 海水準 海進の 浸入j噴 年 代 土器分類lm} 'Y. (B.P.) 

7 ぷNE ， 
前 6 

1/ 
|骨4980土60 豊事事富聡5 (尾田)

4 
期 3 特!;:;I例J = 2 骨5540土95 i!I 

>=、 制-4 l ま国� 税c') 
E 
王ト

O 
-1 
-2 +5310士40

ア 6000 
早 -3 記録.‘..... -4 ・

留j同対軍織 1若z島期 -5 
1 

唐j掌
2工 畑曽 尾 『lllF

Q
rz ホ司:-、 r、湖 田

(西) (五島) (有用海) (有明海) � i担回緯
{来支那海) il択tJ!

IDn 
L鍵

上の表から次のような事が導かれる。

J) 海進は東支那海の沿岸地帯から順次海岸平野や内湾に侵入した。

2) 合曽 畑土器層は唐津→江湖→曽畑(古曽畑土橋) →曽畑貝 塚→尾白貝塚の順に新 し

い土層が堆積 し て い る。

2. 曽畑式土器の編年

杉村(1962)は曽畑式土器を形式上3期に大別している。第l類は西唐津の土器、第2類は

曽畑貝塚の曽畑式土器、第3類は鹿児島県大口市山野目勝山の土器(日勝山式〉に分けた(乙

益、1965、の記述による〉。 西唐津の土器は文様構成に整然とした規律があり、 とくに細線が

深 く 刻み こ ん だ羽状文や綾杉文のなかには、 朝鮮半島に分布す る櫛 目 文土器と 殆 ん ど変 り な い

ものがある。 文この唐津港海在出土土器は江坂(1967)によってい2式に、 首畑貝塚の土器

を3式に分類している。坂田(1973)によれば、江湖貝壌の曽畑土器は文様も整然とつけられ、

またロ縁が肥厚したり、外反したりしたものがないので、曽畑3式よりも古く編年できると述



べ て い る 。 曽 畑の古 曽畑土器層 か らの土器は西唐津 と 曽 畑 と の 中間型であ る と い う (江 本の口

述に よ る〕。 坂 田 ( 1 974) は 第 7 層 出 土の土器 ( 尾田 1 式〉 に つ い て 、 文様は整然 と 施文さ れ

たもの は少し大部分は沈線の幅が広 く て 浅 い 、 し か も 文様構成が か な り 乱れ て い る と 述べて

い る。 恐 ら く 江坂の 曽 畑 3 式に 当 る も ので あろ う 。 (第 3 表参照〉

3. 曽畑式土器の変移経路と縄文海浸との関係

以上第 2 章で述べた と こ ろ を総括 し て 第 3 図 を 作

製 した。

E 結 論

曽畑式土器は縄文海浸が15 m 以下 の頃、 初め て

西唐津に 出現 し た。 ( 曽 畑 1 、 2 式〉 。 更に海浸が

-] . 0 .......-] . 5 m の頃 は離島の江湖 に 曽畑 l 、 2 と 3

と の中間型 と し て現われ、 こ の中間型は 曽 畑付近 の

+ 2 . 0 m の上昇 ま で続い て い る 。 こ の中間型の終 る

頃 に は 曽 畑付近でみ ら れ る よ うに 、 海浸 は海岸平野

に浸 入 し た。 曽 畑 貝塚にみ ら れ る 曽 畑 3 式 の 土器 は

海岸平野の当時の海辺に 沿い尾 田 貝塚にみ られ る よ

う に広 く 分布す る よ う に な っ た。

捌筆す る に当 り 、 曽 畑式土器に関す る 文献を提与 1-4 海遂の順序
し て 下さ っ た 熊 本大学白木原教授、 曽 畑貝塚付近の

調査に御協力 し て 下さ っ た前熊本県文化課長 田 辺哲

夫氏、 同文化課員江本直氏、 並びに調査の機会を与

えて下さ っ た熊 本県教育庁 に深謝す る。
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M 貝類の分類および分析結果について

曽 畑貝 塚 熊本県宇土市岩古 曽 町

縄文時代前期

九州大学理学部 菊 池 泰

層位第 医 層泥炭層水田下 2. 8 m  海抜 ( 1 . 97�2. 73 m ) (PL36) 

サンプル1 A ト レ ン チ第 医 層 泥炭層 昭和 50. 3. 1 4

巻 貝 Neverita (Glossaulax) reiniana (Dunker) 

Ellobiωz chinense (Pfeiffer) 

ハ ナ ツ メ タ 4 浅海砂泥底

オ カ ミ ミ ガ イ 河口芦原 潮間帯上 部

二枚 貝 Tegillarca granosa (Linne) ハ イ ガ イ 1 1  内湾 潮間帯~浅海 砂泥
底泥底

巻

Crassostrea gigas (Thunberg) f， skikame マ ガ キ 49 潮間転石付着
( シ カ メ 型)

Dosinorbis (Phacosoma) japonicus (Reeve) カ ガ ミ ガ イ 2 潮間帯砂 泥地、 砂地

サンプル2 A ト レ ンチ泥炭層 昭和 50年3 . 1 5

貝 Neverita (Glossaulax) reiniana (Dunker) 

Ellobium chinense (Pfeiffer) 
Lunella atanoroc (Gmelin) 

Batillaria multiformis (Lischke) 

ハ ナ ツ メ タ

オ カ ミ ミ ガ イ

ス カ ー イ

ウ ミ ニ ナ

1 9 内湾砂底~泥底

2 河口芦原潮間帯上部など

4 潮間帯岩礁または転石地

2 潮間帯砂泥地

二枚貝 Tegillarca granosa (Linne) ハ イ ガ イ 26 
低

内
潮

湾
線

内砂泥底~砂泥底

巻

�20m 
Crassotrea gigas (Thunberg) f. skikame マガキ 4 1 ìj:�間帯転石地

(シカ メ 型)
Dosinorbis (Phacosoma) jaρonicus (Reeve) カガ ミ ガ イ

Cyclina sinensis (Gmelin) オ キ シジ ミ

Tapes (Amygdala) PhiliPPinarum (Adams et Reeve) 
ア サ リ

サンプ}[.. 3 A ト レ ンチ第 医 層泥層 昭和50:fV. 3 月16日

貝 Neverita (Glossaulax) reiniana (Dunker) ハ ナ ツ メ タ

Ellobium chinense (Pfeiffer) オ カ ミ ミ カ事 イ

Lunella coronata (Gmelin) ス ガ イ

Rapama thomasiana cr.osse ア カ エ シ
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3 

5 

3 

潮間帯砂泥 地

潮
河

間情砂
干

泥
潟

地やや低
う

塩分
の 口 にふつ

潮間帯砂泥地

内湾砂泥底~泥底

河口芦原潮間帯上部など

潮間帯岩礁また は 転石地

河口芦原にすむ



二枚貝 Tegillarca granosaιinne) ハ イ ガ イ 14 内湾潮間帯~浅海砂泥底
泥底

Crassostrea gigas (Thunberg) f. shikame マ ガキ 43 潮間帯転石付着
(シ カ メ 型〉

Dosinorbis (Phacosoma) japonicω (Reeve) カ ガ ミ ガイ l 潮間帯砂泥地、砂地

Cyclina sinensis ( Gmelin) オキシジ ミ

Plecotrema octantlat回 ( Jonds) ク リ イ ロ コ ミ ミ ガイ

潮間帯砂泥地やや低塩分
の河口干潟にふつ う

泥引まし、干潟にすむ。

Cerithidea rhizophorarum A. Ad，仰S
Meretrix Iusoria ( Röding) 

フ ト ヘ ナタ リ

ハマ グリ

いずれ も 八代海奥 の 遠浅 の海岸に普通 の種で あ る 。 マ ガキには い く つか の形態的に異 っ た タ
イ プ が あ る が、 出土 し た も の は も っ と も 小型で干潟 の転石な ど に付 く シ カ メ 型と呼ばれ る も の

で、 今 も 有 明海な どで普通にみられ る が、 養殖に使われ る 系統や北方 の ナ ガ ガキ型に対 し 成熟

し て も は るか に小型で あ る 。 ま た、 上記 の 貝類 の う ち オ カ ミ ミ ガ イ 、 クリ イ ロ コ ミ ミ ガ イ は食

用 に供す る に は小型であり ど こ で も 多産せぬ こ と 、 海岸芦原に半地上生活す る こ と か ら 、 貝塚

形成後混 入 の 可能性が大 き い と 判断 さ れ る 。

w 動 物 遺 存体

九州大学医学部 木 村 幾 多 郎

筆者の手元に寄せられた獣骨片は 5 点で、 4点 は イ ノ シ シ (Sus scrofa leucomystax) で、

残り の l 点は、 風化 のはげ し い骨体部片で確定 し がたい が、 ニ ホ ン シ カ (Cervus nippon­
nippoめで あ る と 思、われ る 。

Aトレンチ 第医層泥炭層 (下層) (PL37) 

No. 1 . 左側下顎骨で、 犬歯歯槽部 よ り 前を欠 く 。 骨体部 は、 犬歯か らM2にか け て の骨体部下縁

が欠 け て い る 。 犬歯歯槽部 よ り すれば雄獣であ る 。 残存歯はMdVI.2 M 3 で、 咳耗はM 1 の象牙質

が ほぼ全面露出 、 M2は象牙質が点々 と 露出、 M3 はエ ナ メ ル 質 のみ の磨耗で、あ る 。 手元にあ る

現生猪δ ( 4- 5才〉 の歯の咳耗と類似す る が、 骨体はは るかに本標本が大 き い。 下顎切痕は

広 く 、 関節突起上面観は三角形を な す。 下顎枝lZ大 き く 広 い。 解剖学教室標本 ( õ約 1 0才体長

1 30c1II 、 体高60('111) の計測値と 比べて 大 き い。 縄文時代 に捕獲さ れた イ ノ シ シ の 中 には大形の

も のが 多か っ た よ うで あ る 。
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A ト レ ン チ 第咽層砂 レ キ層

No.2 . 左側下顎骨 の 関 節突起部 の 破片 で あ る 。 標本 卜 と 、 ほ ぼ同 じ大 き さ で あ る 。

No.3 .  右側上腕骨で、 骨体中央部か ら遠位部 の破片で釣突嵩か ら上腕骨 滑車 を 欠 く 。 栄養孔下

外側下方に か け て r!J 1 . 9cm に わた っ て キ ズが つ く 。 骨体 よ り 肉 を 取 る 時 の キ ズで あ ろ う か。

前記解剖学教室標本 (上腕骨全長 1 78. 1 mm) よ り 太い。

No.4 . 右側大腿骨で、 大腿骨頭 ・ 大転子を 欠 き 、 小転子か ら 骨体 % ま で・ の 破片。 筋 肉 付着組面

の 発達悪 く ほ と ん ど確認で き な し 、。

No.5 . シ カ ( 7 ) 左上腕骨骨体部片 で、 風化が はげ し く 、 ぼろ ぼろ に な っ て お り 判定 し が た

い。 栄養孔が残 り 、 骨体中央 よ り や や遠位 の破片 で あ る 。 骨体部 の 断面 ・ 側縁 の カ ー ブか

ら、 シ カ と 推定 し た。

以 上 5 点 の 各々に つ い て 述べたが、 標本No. l . につ い て は計測表 を 付す。

~計\測項\目\\標\本番号:1 曽 畑 N凪 1

p z  - Ma 歯 列 長

p z  - P ， 歯 列 長

Ml 一 Ms 歯 列 長

下 顎 校 中高
関節突起 一 筋突起長

Ml 骨 体 高

骨 体 厚

Ms 骨 体 高

骨 体 厚

Mz 骨 体 高

骨 体 厚

1 1 0. 2 

38. 5 

70. 4 

79. 9 

30. 8 

45. 3 +  a 

28. 8 

41 . 2 + 日

26. 0 

46. 1 

27. 6 

九大医 ・ 解才剖 | | 
ô 1 0::r I ô 

1 07 . 0 

35 . 1 

72. 3 

7 1 . 1 

28. 2 

47. 1 

28 . 6 

47. 0 

34. 1 

44. 9 

27 . 1 

表3 イ ノ シ シ下顎骨 ( L ) 計測表 単位伽

- 3 1 -

4 � 5 才

92. 5 

3 1 . 5  

6 1 . 1  

64 . 4 

27 . 2 

38 . 0 

23 . 0  

36 . 8 

24 . 0  

37. 1 

25 . 1 



咽 オ ー ガ ー ボ ー リ ン ゲ器材貝塚調査報告書 昭和50年 B 月

サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト 株式会社福 岡 支庖

1 調 査 概 要

(1) 件 名 オ ー ガ ー ボ ー リ ン グ器材貝塚調査

(到 調査期間

(3) 調査位置

(心 調査数量

昭和50年 3 月 3 日 � 3 月 6 日 延四 日 間 (但 し 現場)

宇土市大字岩古層 IUJ 曽 畑

4 m x 5 ケ 所=20 1見

調査番号 | ポス ト ホ ー ノレ オ ー プJ 一 (川
No. 2. 00 

No. 2 3 . 00 

| No. 3 3 . 00 

No. 4 2 . 60 

No. 5 3 . 00 

言十 1 3 . 60 

2 . 00 4 . 00 

1 . 00 4 . 00 

1 .  00 4 . 00 

1 .  40 4 . 00 

1 .  00 4 . 00 

6 . 40 20. 00 

(5) 使用器械 ポ ス ト ホ ー ル オ ー ガー C75mm〆〉 一式他 に 簡易試錐機 ( パ イ プ ロ 〉 を使用

(6) 担 当 者 調査技師 塚 崎 道 雄

調 査 員 岩 永 省 三

2 .  地形ならび に 地 質概況

本調査地区 は 鹿 児 島 本線宇土!択 の東方約 卜 5 km の岩古 曽 町 曽 畑に あ る 。 こ の 周 辺 は緑川 じ よ

り 開 拓 さ れた熊本平野 と 中生代か ら な る 山地 の 接す る 位置 に あ り 、 山 麓 に は 洪積台地が分布 し

て い る 。 基盤 は前記 の 中 生代 白 亜紀 の堆積層 か ら な り 、 そ の上 に 洪積世 の託麻面 と い われ る 低

位段丘堆積物が不整 合 に の っ て い る 。 こ の堆積物は 西 の 平地部で は沖積層 の 下 に も ぐ、 る も の と

推定 さ れ る 。 本調査地 区 は こ の沖積平野 と 洪積台地 の 一部に ま た が っ た 範囲 に あ る 。

3 . 調 査 結 果

(1) B No. 1 掘進長4. 00 m 地下 氷位-2. 1 0 1n

地表か ら 0. 3 m ま で 貝塚層 でそ の 貝殻片が地表 の畑地に散乱 し て い る 。 貝 殻 は 黒 い 火 山灰

質 の 粘土に充填 さ れ て お り 、 原住民が廃棄 し た も の で は な い と 推定 さ れ る 。 ま た 貝 の種類

は カ キ の 仲 間 が 多い よ う で、 当 時 付近が海で あ っ た こ と が推'奈 さ れ る 。 そ の下 は 0. 7 m ま

で暗紫色 の 粘土が、 ま た2. 1 0 m ま で は磯混 り 粘土が続 く 。 こ の 中 の磯は上部が細礁で、 下

部 の方 は 3 � 5 cm の磯が 多数含 ま れて い る。 そ の下は火 山灰質 の 砂質粘土が 1 . 6 m 厚存在

し 、 さ ら に そ の 下 に は数cm の軽石を含む砂質土が あ り 、 さ ら に そ の 下 に は数cm の 軽石を 含

む砂質土があ り 、 そ の上限で k部 の 沖積層 と 下部 の洪積層 に 区分 し た。
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(局 B No. 2 掘進長4 . 00 m 地下水位-2 . 20 m

B No. 1 と 同 じ 貝塚層 が、 深度2 1 5 m ま で‘存在す る 。 又 同層 に は 2. 0 m 付近に. 動物 の 骨片

ら し い も の が発見 さ れた。 貝塚層 の下 は砂質粘土、 醸混 り 粘土が続 く 。

礁 は 小豆大で基盤か ら の 中生層 の 岩石片が混 っ て い る 。

(3) B No. 3 掘進長4. 00 m 地下 水位ーO. 40 m

B No. 3 !主道路か ら 1 0 m ほ ど離れた水 田 中 で地表 よ り 1 . 25 m ま で は水 田 の粘土や火 山灰質

の 砂質粘土が存在す る 。 そ の下 は 厚 さ 2 . 1 5 m の磯混 り シ ル ト が あ る が、 孔壁が く ずれやす

く 掘 削 が 困 難 だ っ た。 最下 部 に は B No. 1 と 同 じ軽石混 り の 砂質土が存在 し 、 こ の 層 以 下 を

洪積層 と 判断 し た。

(4) B No. 4 掘進長4. 00 m 地下水位.-1 . 1 0 m  

B No. 3 よ り 西へ約200 m 地点 に あ る 。 地表 よ り O . 2 m の所に土器 の か け ら が発見 さ れた。

地表か ら 1 . 5 m ま で は粘土や シ ル ト 層 が主体で、 そ の下は一部 に シ ル ト を挟ん だ醸混 り 砂

層 が存在す る 。 礁は 円 離が混 っ て お り 、 当 時 の河川氾濫物 の 名 残 り と 思われ る 。

(5) B No. 5 掘進長4. 00 m 地下水位-O. 65 m

B No. 4 地点 よ り 川 を 隔 て て 1 00 m 西へ寄 っ た地点、に あ る 。 地表近 く は植物根 を 含 ん だ 粘

土層 が I . OO m ま で あ り 、 そ の 下は離混 り 層 が4. 00 m ま で続 く 。 礁 の 周 囲 の 砂や シ ル ト は、

何れ も 火 山灰質で あ る 。 尚 、 B No. 4 の地層 tこ比ぶ る と 、 全体的 に 黒 っ ぽい土 色 を示すが、

互 い に 同 時異相 の も の と 判断 さ れ る 。

4 ま と め

本調査地区 は 沖積層 と そ の 下 の 洪積層か ら な る が、 そ の境を軽石を含む砂質土層 の上限 と

し た。

貝塚は沖積層 の 最上部 に あ り 、 B No. 1 、 B No. 2 の 2 ヶ 所 の ボ ー リ ン グ で確認 し た が 、 当 時

の 斜面が、 凹地を埋め る よ う に分布 し て い る 。

こ れ ら の 貝殻片は、 何れ も 粘土で充填 さ れて お り 、 古い の で少 く と も 現住民 の 捨 て た も の

で は な い と 考え る 。

ま た 貝殻は、 カ キ の 仲 間 が主体で あ る こ と か ら、 当 時 こ の付近は海岸線で あ っ た こ と が推

定 さ れ る 。

No. 2 の ボ ー リ ン グに 発見 さ れた 貝 塚層 の 中 の 動物 の骨片は、 そ の種類が何か不 明 で あ る

が、 恐 ら く 貝 殻 と 一緒に捨て ら れた も の と 推定 さ れ る 。

尚 、 B No. 4 の ボ ー リ ン グで土器片 が 発見 さ れた が、 こ れが 貝塚 と 直接関連あ る も の か . 或

い は上流か ら流れて 二次埋没 し た も の か 今 回 の 調査だ けで は不 明 で あ る 。
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土 質 観 察 事 項

綱
貝塚 黒l火
粘土 時茶 小 レ キ混 り

レ キ 混 り 粘土 茶褐

砂、質粘土 黄褐 火山灰�

軽石混 り 砂質土 肘昔l火 火 灰質

貝塚 黒灰 貝 多 し

長塚 ー 黒灰 貝 多 し

貝塚 黒灰 貝 多 し 、 骨の か け ら

砂質粘土 褐灰

レキ混 り 粘土 茶

粘土 茶
砂質粘土 茶褐 火山灰ー

礁混 り シ Jレ ト 灰 レ キ 、 火山灰質

軽石混 り 砂質土 育灰 火山灰質

粘土 褐色 0 . 20の所に土器

粘土 貧褐 火山灰質
シ ル ト 暗灰 火山灰質

磯混 り 砂 時茶 小 レ キ
シ ル ト 葺モ

磯混 り 砂 暗茶 円 レキ ( 2 - 5 cm) 

粘土 茶 植物根を 混入す る 表土(0 . 20)

レ キ 、 砂混 り シ 4、 レ キ
暗灰ル ト 火山灰質

礁混 り 砂 暗灰 小 レ キ ( 5 - 1伽rn)

礎混 り 砂 黒灰 シ ル ト 質砂 多 い 、 1<山灰質

表 4 土 質 柱 状 図
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K 第lX層出土の木片 について

熊本大学教育学部 大 迫 靖 雄

本試料 は 宇土市岩古 曽 町 曽 畑 (海抜約 5 m ) の 水 田 下泥岩層 (海抜 1 . 97 m �2.  73 m ) か ら 出

土 し た木片 の う ち 、 四 片 を 鑑定 の 対称 と し て 整理上No. 1 �No. 4 と す る 。

本試料は縄文前期に埋設 し た と み ら れ る た め、 そ の 芭 化 は は げ し く 、 ほ と ん ど の 試料 の 外 観

は黒色化 し て い る の は勿論、 木材 の 硬度 も 劣 り 、 試料に よ っ て は、 さ わ る だ け で き わ め て 容易

に破壊す る 状態に あ っ た。 こ の よ う な 状 態 な ので、 多 く の細胞はすでに破壊 さ れ て い る 。 し た

が っ て 巨視 的 な 観察は容易で な し 、。 そ こ で パ ラ フ ィ ン 包埋 し て 、 ミ ク ロ ト ー ム 切片 を 作成 し 、

微視的観察に よ っ て 鑑定 を お こ な っ た。

試料 恥 CPL39)

本試料 は、 半径 290m却 の 小径木で、 髄 を 含 む丸太 の 約 ?( の 木 片 で あ る 。 板 目 面 に 巨 視 的 に か

な り 大 き な 放射組織がみ ら れ る が、 材は老化 に よ り 軟化 し、 黒色化 し て い る の で木 口 面 の 状 態

か ら は 巨 視的 な組織 の 判 別 は不可能で あ る 。 そ こ で パ ラ フ ィ ン 包埋 の 後 ミ ク ロ ト ー ム に よ る 薄

片 を 作成 し た が老化が激 し く 、 永 久 プ レ パ ラ ー ト 作成 は不可能で あ っ た。 そ の よ う な わけで ミ

ク ロ ト ー ム 切 削 後た だ ち に 検眼 を 行 わ ざ る を え な か っ た。 そ の 結果木 口 面 ( 1 - ] ) で春材部

に 複数列 の広 い 道管が み ら れ環孔材 で あ る こ と が判別 し た。 ま た 管孔外 に わずか に 小道管が 火

炎状 も し く は 放射状 に 配列 し て い る の が み ら れ る 。 ま た広放射組織が観察 さ れ る 。 板 目 面 ( 1 

- 2 ) に お い て は広放射組織 と 単列放射組織 の 存在が確認 さ れた。 さ ら に広放射組織は 複合型

を 示 し て い る 。

他の組織はほ と ん ど判別で き な か っ た が 以上 の 微視的お よ び 巨 視 的 な結果か ら 本試料は ブ ナ

科 CFagaceae) コ ナ ラ 亜属 CLepidobalanus Endl. ) に属す る 樹種で ミ ズ ナ ラ (Quercus aliena 

Blume) も し く は コ ナ ラ CQuercus serrata Thunb. ) と 鑑定 さ れ る 。

試料 No. 2 CPL39) 

本試料は切削加工が施 さ れ て い た と い われ る か な り 大 き な 材 で 巨 視 的 に は柾 目 面で か な り 細

徴 な 放射組織が数多 く み ら れ る 。 し か し な が ら老化がは げ し く 、 か な り も ろ く な っ て い る た め 、

No. 1 と 同 様他の組織 は 明 自 で な く ほ と ん ど そ の特徴は確認で き な か っ た 。 し た が っ て 本試料 も

パ ラ フ ィ ン 包埋 し 、 ミ ク ロ ト ー ム 切片 を 作成 し た が永久 プ レ パ ラ ー ト の 作成は不可 能 で あ っ

た。 し か し 微視 的 な 観 察 に よ っ て 、 木 口 面 ( 2 - 1 ) で道管が か な り は っ き り み ら れ る 。 こ の

結果道管は細 徴で半 径方 向 に 複合 し た も の がみ ら れ る 。 そ し て 木 口 面 で道管は均等に分布 し て

い る 散孔材 で あ る 。 ま た 各道管 と も 周 囲 柔細胞が発達 し 、 柔組織は鞘を な し て い る 。 こ の 他木
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口 面上で道管 も し く はそれ よ り やや小 さ な道管状 の 空 隙で周 囲 柔細 胞 の 存在 し な い組織が点在

し て い る 。 こ の組織は板 目 面 ( 2 - 2 ) に お い て は柔細胞が膨れ あ が っ た よ う な細胞 と し て み

ら れ る ほ か放射組織の 直立細胞が膨れあ が っ て い る の がみ ら れ た。 こ の 細胞は油細胞で あ る 。

ま た放射組織は 1 � 3 列で 多 く は 2 列 の 異性放射組織を も ち 、 道管の 穿孔は単穿孔で あ る 。 以

上 の 結果か ら 本試料は ク ス ノ キ (Cinnamomum Camphcra (Linn Sieb . ) と 鑑定 さ れ る 。

試料 No. 3 (PL40) 

本試料 は他 の試料に比較 し で か な り 硬度が あ り 、 老化の程度 は 少 な い が試料 の 型 は小型で あ

る 。 し か も 目 廻状 の 割れに よ っ て 分離 し て い る 。 巨 視的観察か ら 針葉樹で 木 口 面 で年輪界が よ

う や く 判別で き る 。 老化が他の試料 と 比較 し て 少 な く 硬度が あ る と い っ て も そ の ま ま の 状態で

は 材 は変色 し て い る た め組織 の 観察 は不可能で、 あ っ た。 こ れ も 他 と 同 様に ミ ク ロ ト ー ム の 切削

に よ る プ レ パ ラ ー ト 作成 の 必要が あ っ た が、 処理な し で は 切片 の 作成は困 難 な の で パ ラ フ ィ ン

包埋を お こ な っ た。 そ の 結果本試料は樹脂道は存在 し な い ( 3 ー 1 ) 。 放射仮道管は存在 し な

い ( 3 - 2 ) 。 樹脂細胞は存在す る が数 は少 な い ( 3 ー 1 ) 。 仮道管に螺旋肥厚 は な L 、。 ( 3

- 2 、 3 ) 年輪界はやや不 明 瞭で春材か ら夏材へ の 移行 はゆ る やかで あ る ( 3 - 1 ) 。 分野壁

孔 は ヒ ノ キ型で ほ と ん ど 2 個で あ る ( 3 - 2 ) 。 以上の 結果か ら 本試料は ヒ ノ キ 科 (Chamae 

-cyparis) の 樹種で あ る と 鑑定で き る 。

試料 No. 4 (PL40) 

本試料は完全に炭化 し 黒色 化 し て い る 。 したが っ て 巨視的 に は ほ と ん ど特徴を 見 出 せ な か っ

た。 パ ラ フ ィ ン 包埋 し た試料か ら ミ ク ロ ト ー ム に よ る プ レ パ ラ ー ト を 作成 し た。 木 口 面 ( 4 -

] ) か ら 広葉樹で、 広い 道管が放射状に 1 "" 2 列程度で か な り 整 然 と 分布 し て い る 放射孔材で

あ る 。 ま た各道管は ほ と ん ど孤立管孔を 示 し て い る 。 さ ら に板 目 面 ( 4 - 2 ) の 測定か ら 放射

組織は 複合型 の 広放射組織 と 単列放射組織 と か ら な っ て い る 。 本試料 は炭化が著 し く 、 永 久 プ

レ パ ラ ー ト 作成 が不可能 な の で高 倍率に よ る 測定は不可能で あ っ た が 柔細胞、 木繊維等 の 状態

も 考え 合わせ本試料 は ブ ナ 科 (Fagaceae) ア カ ガ シ亜属 (Cyclobalanopsis Prantl) に 属す る

樹種で あ る と 鑑定 さ れ る 。
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X ま と め

( I )  
曽 畑 貝塚は大正 1 2年 の 清野謙次 氏 の 発掘調査を は じ め と し て 、 小林久雄 ・ 江坂輝弥 ・ 乙益重

隆 ・ 賀川光夫氏 ら に よ る 発掘調査が行われて い る 。 と く に 昭和34年の 江坂輝弥、 乙益重隆、 賀

川光夫氏 ら の 調査 の結果、 西貝塚で は鐘 カ 崎式土器を 包含す る 層 が あ り 、 そ の 下 に 曽 畑式土器

を 包含す る 層 と 、 最下層 に 山型押型文土器 と ミ ミ ズ パ レ細 隆線文及び‘条痕文を併用 す る 早期土

慌 が 出 土す る 事実が確認 さ れて い る 。 (P22参照)

只塚 の範 囲 は東 ・ 西 貝塚 の台 地南縁部 と 清野 謙次氏 の 発掘地点 お よ び西側 の 水 田 の 一部 に も

貝類が 出 土す る こ と が確認 さ れて い る 。

現在西貝塚か ら 西側へ 向 う 道路沿い の 畑地に 貝類が認め ら れ、 清野謙次氏発掘地点西側 の 段

落 ち に な っ た水 田 に も マ ウ ン ド状 の 貝塚が あ っ た と 伝え ら れ、 わずか な が ら 周 辺か ら 貝類 を認

め る こ と がで き る 。

清野謙次氏発掘地点西側 の 段 落 ち に な っ た 水 田 面 は、 海抜約 5 m で東 ・ 西貝塚付 近が 7 � 8

m を 計 る 。 す な わ ち 、 表面上観察で き る 貝塚は海技約 5 m � 8 m 上に位置す る 。

(II) 

試掘調査は従来確認 さ れた只塚の範 囲 が西側 の 水 田地 (海抜 4 ・ 44 m 以下〉 へ どれ だ け伸 び

て い る かを 調べ る た め に、 A . B ト レ ン チ 会設け た。

調査の 結果、 A ・ B 両 ト レ ン チ か ら遺物を 検 出 す る こ と が で き 、 台 地西側 の 海抜4 . 44 m 以下

の 水 白 地一帯に 貝 塚 が大 き く 広が る こ と が 明 ら か に な っ た。

最近西北九州や有明 海沿岸で、 海抜 5 m 以下 の 海岸部や海底か ら 曽 畑 式土器 を 出 土す る 事実

が増 え つつ あ る 。 県 内 で、 水 田 下に遺物が認め ら れ る 縄文時代 の 遺跡 に は、 著名 な下益城郡域南

町 の 阿高 貝塚、 黒|喬 貝塚が知 ら れ、 宇土市馬場遺跡で も 水 田 下か ら 骨 畑 式土器が 出 土す る 事実

が 明 ら か に さ れて い る 。 今回 の 水 田 下 に お け る 遺跡 の 確認 は それ ら に つ ぐ も の で あ り 、 今後 に

水 田 下 か ら遺跡 の 発見 さ れ る 可能性を強 め た と い え よ う 。 A . B ト レ ン チ は 長 さ 1 5 m 、 幅約

1 . 5 m で、 A ト レ ン チ の東端に設け た 約 1 . 5 m 四方 の グ リ ッ ト は地表下約3. 48 m ま で掘 り 下げ、

遺 物 の 包含状態 会 知 る こ と が で き た。

こ の A ト レ ン チ 東端 の グ リ ッ ド の 調査結果を も と にす る と 遺物 の 包含層 は大 き く 三期に分け

る こ と ヵ1で‘ る 。

す な わ ち 第 l 文化層 ・ 錦 町 層 (赤褐色粘質土層〉 、 第 2 文化層 ・ 第四層 (青褐 色 砂牒層〉 、

第 3 文化層 ・ 第 医 層 (泥炭層 ) の 三期 (三層) で あ る 。

A ト レ ン チ に お い て 、 各層 聞 の 撹乱は少 な く 、 第 l 文化層 と 第 2 文化層 と の 区分 は 第 l 文化

層 (第 W 層 〉 が赤褐色粘質土層 で、 第 2 文化層 (第四層 〉 は青褐色砂磯層 で あ り 、 土質 が 明 ら

- 37 -



かに異な る こ と か ら 区分は容易で あ っ た。 ま た第 2 文化層 (第四層) と 第 3 文化層 (第 医 層〉

と の 区分 も 、 第 医 層 が泥炭質層 で あ る こ と か ら 両者の 区分 は 容 易 で、 あ っ た。

c m )  
第 l 文化層 C N 層 ・ 赤褐色粘質土層)

地表下約60cm を 計 る 東側断面 に弥生式土器の細片を 検出 し た。 こ の ほ かで・ は、 オ ー ガ ー ポ リ

ン グ調査、 No. 4 地点 の 地表下20cmで土器細片 の 出 土を み た。 A ト レ ン チか ら 出 土 し た土器は細

片 で多 く を 語れ な い が、 ロ ー リ γ グを 受け、 出 土数 も 少 な い。 付近か ら 流 れ込 ん だ 可能性が強

L 、。

第 N 層 か ら 耕作土に至 る 赤褐色粘質土を 主 と し た 自 然、堆積土 は約60cm あ り 、 水 田 地に お け る

弥生時代 も し く は弥生時代 以降に お け る 大規模な堆積作用 を推察す る こ と がで き る 3

C N )  

第 2 文化層 (第四層 ・ 青褐色砂磯層)

海抜2. 73 m �3.  89 m で 1 1 6cm の 厚 さ が あ る 。 砂磯を 主 と し た 堆積層 で水分 を 多 く 含 む。 水 分

を 多 く 含 むの で遺物 の遺存状態 は 良好で、 土器片 の ほ か人工的加工 の 見 ら れ る 木片や木 の 実 な

ど の 自 然遺存体を 検出 す る こ と がで き た。 出 土 し た土器 は ロ ー リ ン グ を 受け て お り 表面 に磨滅

を 見 る も の が 多 く 、 砂醸 の 移動 ・ 流動が考え ら れ る 。 土器は縄文時代前期 の 曽 畑式土器 と 後期

前葉に比定 さ れ る 御手洗 A 式お よ び回線を 施 し た 出 水式土器に類似す る も の が 出 土 し た 。 第 医

層 出 土 の 曽 畑式土器 に は ロ ー リ ン グが ほ と ん ど見 ら れ な い が、 第咽層 出 土 の も の に は ロ ー リ グ

が 顕著 に に 見 ら れ る こ と か ら混 入 し た可能性が強 く 、 第 2 文化層 は、 御手洗 A 式を は じ め と し

た縄文後期前葉を 主 と し た 文化層 で あ る と い え よ う 。 貝類 お よ び昭和34年度江坂、 乙益、 賀川

氏 ら の 発掘調査で認 め ら れ た鐘 ケ 崎式土器の 出 土 は今回 の 調査で確認をす る こ と はで き な か っ

た が、 今後の 調査では、 第 2 文化層 が 1 1 6cm の 厚 い 包含層で‘ あ る こ と か ら さ ら に時期的に細分

で き る も の と 思え る 。 ま た、 ロ ー リ ン グ を 受け た土器が多 く 、 砂礁 の 流 動 ・ 移動が考え ら れ る

こ と か ら遺物が流動 し堆積 し た 可能性が強 く 、 貝類が今 の と こ ろ 出 土 し て い な い こ と も あ り 第

2 文化層 が生活祉遺構そ の も の で あ る の か ど う か は疑問 で あ る 。

C V )  

第 3 文化層 (第 医 層 ・ 泥炭質層)

海抜 1 . 97�J2.  73 m に 当 り 78cm の 厚 さ が あ る 。 第四層 と 同 じ く 水分を 多 く 含 む泥炭質層で遺物

の 包蔵状態 は 良好で あ る 。 縄文前期の 曽 畑式土器全 包蔵す る 文化層 で共伴遺物 は人工 的 な 加工

痕が認め ら れ る 木片 や木 の 実、 貝類、 獣骨の 自 然遺存体 と 網代 の 出 土を みた。

出 土 し た土器は ロ ー リ ン グ を 受けた も の が少 な く 、 多量の煤がそ こ な われ る こ と な く 付着 し

た も の が あ り 、 物理的作用 に も ろ い 網代が遺存 し て い た事実 な ど か ら、 第 3 文化層 は大規模な

土質 の 流動、 移動が行われた可能性は少 な く 、 当時 の表面 の 起伏に応 じ た一次堆積 の 文化層 と
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考 え る こ と がで き ょ う 。

曽 畑 式土器 は合計 1 2点 出 土 し た。 器形 は深鉢が殆ん どで、 ロ 縁は直行す る も の と やや外反す

る も の と が認 め ら れ る 。 器壁 の 厚 さ は 7 鵬程度で、薄手 の土器で あ る 。 胎 土 に 滑石を 混 入 し た も

の は認 め ら れず、 砂粒 の 混 入 が あ る 。 焼成は充分で、 色調は褐色 と 黒褐色 を 呈す る 。 一般に丁寧

な 文様が施 さ れ、 沈線、 羽状文、 連点文の組み合せ に よ り 幾何学文様を構成 し て い る 。 確認 し

う る 範 囲 で は、 外面は ロ 綾か ら 胴部 と 、 内側で は 口 縁の一部、 口 唇部 に き ざみ 目 を 施 文 し て い

る 。 底 部 の 資料を み な い の で、 胴部か ら底部にかけ て の施文が不 明 瞭で あ る が、 各地 の 類例資

料か ら み て 、 底部 ま で施文 さ れ て い る 可能性が強い。

曽 畑式土器 と し て の 時期的細 分につ い て は 出 土 し た資料が 少 な い の で 明 確 な判断を 行 う に は

至 ら な い が、 文様構成 の 中で連 点文、 横 行 お よ び斜行す る 沈線文、 羽伏文を主調をす る こ と が
注 1

わか り 、 横沈線文の 中 に は 少 し乱れを生 じ て い る こ と な ど の 特徴が あ り 、 今後 の 時期的細分作

業上の 好資料 と な り う る 。

貝類は巻貝 (ハ ナ ツ メ タ ・ オ カ ミ ミ ガ イ ・ ス ガイ ) 二枚貝 (ハ イ ガイ ・ マ ガ モ ・ カ ガ ミ ガイ

・ オ キ シ ジ ミ ・ ア サ リ 〉 な ど が認 め ら れ、 内 湾 の泥砂性干潟に生息す る も の が多 く 、 い わゆ る

「泥砂性漁携」 の生業を考え さ せ る 。

貝類 と と も に イ ノ シ シ ・ シ カ の 獣骨が 出土 し 、 貝類の 出 土か ら 漁掛 の 生業が考 え ら れ、 獣骨

の 出 土 は さ ら に 動物の 捕獲が行われ、 漁掛 ・ 狩猟 の 生活が想定 さ れ る 。

網 代 は竹製 と 思われ、 カ ゴ と し て 用 い ら れた も の で あ ろ う 。 現代 の 竹 カ ゴ と 変わ り な い っ く

り で縄文前期 の 生活具 と し て 注 目 し た い 。

C V D  
第 3 文化 層 は 出 土 し た土器 の 中 に ロ ー リ ン グ を 受け た も の が 少 な く 、 多量の煤がそ こ な われ

る こ と な く 付着 し た も の が あ り 、 物理的作用 に も ろ い網代が遺存 し て い る 事実な どか ら 大規模

な 土 質 の 流 動 ・ 移 動が 行 な われた可能性 は 少 な く 、 当 時 の 起伏に応 じ た一次堆積の 文化層 で あ

る と 考 え たが、 遺物が 他の 地点か ら 自 然 的作用 に よ り 運ばれて 堆積 し た も の か、 生活牡そ の も

の に堆積が進 ん で い っ た の で‘ あ る か の疑 問 が残 る 。

こ の 疑問 に対 し て 今 回 の試掘調査で 明 ら か に な っ た こ と を ま と めれば、

① 土器が ロ ー リ γ グ を う け て お らず、 流 さ れた可能性が少 な い こ と 。

⑧ 生活 に 密 着 し た生活具網代が 出 土 し た こ と 。

③ 人工的加工痕の あ る 木片 が 出 土 し て い る こ と 。
④ 貝類 と 獣骨がー諸に 出 土 し た こ と 。

以上の事柄を 列記す る こ と がで き 、 西北九州 を 中心 と し て 海底や低 レ ベ ル地帯か ら 曽 畑式土

器が 出 土 し 、 - 生活祉 と 考 え ら れ る 遺跡が確認 さ れて い る こ と な ど か ら 、 曽 畑 貝塚を 含 め試掘 溝

一帯が海浜に面 し た 生活祉で あ る と 判断 し た い。
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(班〉

昭和37年の 発掘調査で、 曽 畑式土器 の 包含層 の 下、 す な わち 、 最下層 か ら 山 形押型文土器 と

ミ ミ ズ パ レ細 隆線文及び条痕文を併用す る 早期土器が 出 土す る こ と が確認 さ れ て い る が、 今 回

の 調査で は、 早期土器の 出 土はみ な か っ た。

注 1 日 本 ア イ ソ ト ー 協会に依頼 した木片 と 貝類の C-1 4測定の結果は下記の と お り であ っ た。

N-2405 ①第VlII層 木 片 6， 500土 1 1 0 (6320::!: 1 1 0) 

N-2406 ②第1x 層 木 片 6， 360::!: 75 (6 1 80::!: 70) 

N-2407 ③第 K 層 マ ガ キ 5， 540::!: 95 (5380土 90)

N-2408 ④第K 層 ノ、 イ ガイ 5， 490::!: 80 (5340::!: 75) 

年代は14C の半減期5730年 ( カ ツ コ 内はLibbyの値5568年) に も と づいて計算 さ れ、 西暦1 950年 よ り さ かの

ぼ る 年数 (yearsB. P . ) と し て 示 さ れて い ま す。

参考文献

杉村 彰一 「 曽 畑式土器に関す る 一考察」 熊本大学23号 1 962 

1 965 グ 「 曽 畑式土器論考」 九州考古学24

坂田 邦洋 曽 畑式土器に関す る 研究、 江湖貝塚 縄文文化研究会 1 973 

グ 1/ : 尾田貝塚 1/ 1 974 

グ グ : 曽 畑式土器の器形 1/ 1 975 

乙益 重隆 「縄文文化の発展 と 地域性一九州西北部」 日 本の考古学 1 965 

江坂 輝弥 「縄文土器一九州篇 6 J 考古学 ジ ャ ー ナ ルNo. 1 5 1 967 

麻生 優 「岩下洞穴 の発掘記録」 中央公論美術出版 1 968 
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第三章 総 括

建設省 九 州地方建設局熊本工事事務所では、 出道 バ イ パ ス の 計画 に あ た り 、 昭和48年 1 2 月 3

日 以来玉名 バ イ パ ス 、 熊本北 バ イ パ ス 、 松橋 バ イ パ ス の 文化財 に つ い て県教育委員会 と 協議 さ

れ、 それに よ っ て 具体的な 調 査等ー の 実施に あ た ら れ て い る 。 こ の 三 つ の パ イ パ ス 予定地 内 に

は、 32 ヵ 所の埋蔵文化財包蔵地 の存在が確認 さ れ、 当 面工事着工に あ た っ て 、 昭和49年度本報

告で と り 扱 っ た豊 田 城 周 辺遺跡 (徴雨遺跡) お よ び 曽 畑貝塚に つ い て 、 県教育委員会に 調査依

頼が あ っ た。

I 微雨遺跡 (下益城郡松橋町大字上久具〉

徴雨遺跡は宇土半島 の 南側 の 基部、 大野川 左岸 の 中流域に あ た る 狭小 な 191積低地に 臨 む、 舌

状台地 の 末端部に立地す る 。

当初、 遺跡 の 名 称はす ぐ 東方 に存在す る 豊 田 城 に 関連づけ て 、 豊 田城周 辺遺跡 と 呼称 し た が

学名 に ち な ん で微雨 (び う 〉 と 改 め た。 地 名 お よ び地形か ら 「微雨」 は 「別符」 つ ま り 別勅符

で賜わ っ た 田地 あ る い は 国 符に よ っ て認め ら れた土地 と いわれ る 名称に関連 あ る も の で は な い

か と の 推測 も あ っ た。

調査 の 結果は、 直接それを 実証で き る 遺構、 遺物を検 出す る こ と は で き な か っ たが 、 古墳時

代 お よ び 中世の遺構、 遺物 の ほ か 、 縄文時代 の遺物を 検 出 し た。

古墳時代 の 遺構 と し て は、 5 世紀 の 住居祉 l 基 と こ れ に 伴 う と み ら れ る 土墳お よ び柱穴群で

あ る 。

中世の遺構は、 プf形遺構 と 1 7 本 の 溝遺構で あ る 。 方形遺構は北側が 自 然 の 傾斜で限 ら れ 、 他

の 三 万 を 溝で、 囲 ん だ も の で、 Jf形 の 区画 内 はか な り 踏み 固 め ら れ て い る の で、 何 ら か の 建物が

あ っ た の で、 は な い か と 推察 さ れ る 。 微 雨 (別符) に ち な ん だ遺構 を 当 て る と すれば、 お そ ら く

こ の 方形遺構が も っ と も 可能性大 と い え よ う 。

E 曽 畑貝塚 〈宇土市岩 国 lHr字 曽 畑)

従来か ら 知 ら れ て い る 曽 畑 貝 塚 の 主体部 は、 熊本平野 の 南緑 の ほ ぼ中央部 に あ る 雁 田 山 と 花

園 山 に 固 ま れた 小丘陵上 に あ る 。

今 回 の 調査 目 的 は 、 そ の 曽 畑 貝塚両南 の 水 問 中 に ト レ ン チ を設定 し て、 貝塚 の 範 囲 全 把握す

る と と も に 、 将来、 国 道 パ イ パ ス 工事が 計 画 さ れ る に つ い て の 資料を 得 る た め の も の で あ っ

た。 水 田 中 に 設定 し た ト レ ン チ は長 さ 1 5 m 、 幅 1 . 5 m と し、 各層 序 の 把握を 中心に調査 し た。

そ の結果は第 W 層 (赤褐色粘質土層) の 最下部か ら ロ ー リ ン グ の 著 し い弥生式土器片、 第咽層
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(青褐色砂膿層〉 お よ び第 医 層 (泥炭層〉 か ら 曽 畑式土器片 等が検 出 さ れた。

専 門調査員 の 大迫靖雄 ・ 菊池泰二 ・ 木村幾多郎 ・ 斉藤林次 氏 お よ び調査者江本車 の 調査所見

を ま と め る と 、 以下 の よ う な趣 旨 に な る と 思 う 。

第 N 層 (第 I 文化層〉 か ら上層 の 耕作土 に い た る 各層 (厚 さ 約60cm) は、 少 な く と も 弥生時

代 以降に お け る 堆積作用 に よ る も ので、 遺物につ い て も ロ ー リ γ グが 著 し い。

第四層 〈第 E 文化層〉 は海故2. 73�3 . 89 m に あ た り 、 水分を 多 く 含 む砂礁を 主 と し た堆積層

で あ る 。 土器片 の ほ か、 加工痕の認め られ る 木片や木 の 実 な ど の 自 然遺存体 を検 出 し た。 土器

は 曽 畑 式 ・ 御手洗 A 式お よ び 出 水式土器で‘ あ る が、 いずれ も ロ ー リ γ グが著 し い。 下層 の 第 医

層 と の 聞 に不整合面が認 め ら れ る の で、 第 医 層 の堆積後、 御手洗 A 式を は じ め と す る 縄文後期

前葉 の こ ろ、 あ る 程度 の 浸食を う け、 ロ ー リ γ グ を う け なが ら第噛層 の 堆積が 行われた も の と

推察 さ れ る 。

第 医 層 (第 E 文化層〉 は海抜 1 . 92�2. 73 m の、 第VIII層 と 同様水分 を 多 く 含 む泥炭で、 遺物包

含層 で あ る 。 曽 畑式を 包含す る 文化層 で、 加工痕の あ る 木片 や網 代 ・ 木 の 実 ・ 貝類 ・ 獣骨等 の

自 然遺存体を 検 出 し た。 曽 畑式土器 は ロ ー リ γ グ が 少 な く 、 好資料 と い え る 。 胎土に 滑石混入

は認め ら れず、 沈線 ・ 羽状文 ・ 連点文の組み合せに よ る 幾何学文様で、 お そ ら く 外面 は 口 縁か

ら 胴部、 底部 に ま で施文 し た 曽 畑 式の 第 l 期 (杉村彰一、 曽 畑 式土 器論考、 九 州 考古学24、 1 9

65) に比定で き る も の で あ ろ う 。 木片 に つ い て は保存状態が 良好でな く 、 資料 と し て は不充分

で あ る が、 一応、 ミ ズ ナ ラ も し く は コ ナ ラ ・ ク ス ノ キが確認 さ れ た ほ か、 ヒ ノ キ 属 お よ び ブ ナ

科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 の存在が 考え ら れ る 。 貝類は遠浅 の 海岸に 普通 の 種で あ る 巻貝、 二枚

貝 で あ る こ と が 鑑定 さ れ、 曽 畑式土器 の 時期 に お け る こ の 地域 の 自 然環境が 推察で き る 資料

で、 浅 海 の 砂泥地 の状 態で、 こ の 曽 畑 貝塚が形成 さ れた も の と い え る 。

第 医 層 検出 の 遺物で注 目 すべ き も の は網代であ る 。 保存状態が あ ま り よ く な い の で実測で き

な か っ たが、 写 真 σL37) に示す と お り 、 幅約 4 棚に 加工 し た 竹 で も っ て 組み合せた カ ゴ

( あ る い は ザル〉 状 の も の と 思われ、 こ の時期の 加工技術 を 知 る う え で貴重 な 資料 と い え る 。

そ の ほ か、 第VIII層 お よ び第 医 層か ら検出 し た も の と し て 、 イ ノ シ シ ・ ニ ホ ン シ カ C ? ) の 獣

骨片が あ り 、 前者 の l つは か な り 大型の も の で あ る と さ れ る 。

試掘調査か ら 出土 じた木片 お よ び貝類 の C - 1 4 の 測定結果につ い て は、 第二章 X の 注 に示 し

た と お り で あ る 。 必ず し も 真 の 年 代 と はい え な いが、 第 医 層 の 年代が、 お お よ そ 5 . 300�ふ 200

年 B ・ P で あ る と い う 一応 の基準 と い え よ う 。

曽 畑 貝塚 の 西側水 田 に お け る 本試掘調査は、 国道パ イ バ ス の 計画 に あ た っ て の 事 前 の 遺跡確

認調査であ っ た。 そ の結果は、 貝塚本体か ら約 1 00 m 離れた地点 ま で、 曽 畑 貝塚 と 関連 の 深い

地域 の広が り を認め る こ と が で き た。 し たが っ て 、 工事着手に あ た っ て 、 水 田 下 の 発掘調査が

必要で あ る Q C隈〉
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あ と が き

建設省 九 州地方建設局 の 多 大 の ご厚意の も と 微雨遺跡 と 曽 畑 貝塚 の 調 査お よ び報告書 の 作 成

を 行 う こ と が で き ま し た。

曽 畑 貝塚の報告に つ き ま し て は 大迫靖雄、 乙益重隆、 菊池恭二、 木村幾多郎、 斉藤林次先生

か ら 各分野 の 玉稿を い た だ き 曽 畑 貝塚の 性格 を よ り 明確にす る こ と が で き ま し た。 心 よ り 感謝

い た し ま す。

今 回 の報告を も と に 曽 畑貝壕付近 の ル ー ト が設定 さ れ る であ り ま し ょ う し 、 事前調査が実施

さ れ る 場合 の 参考 と な れば幸い です。

昭和5 1 年 3 月 3 1 日 隈 昭志、 江本 直

図 版 及 び 写 真
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図版31 A ト レ γチ 出 土遺物実誤u図(3)
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図版34 土 質 ・ 断面 図

75 



. 425m 

125 

B 、 No. 3 GH= 6 . 12m 
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B 、 No. 4 GH= 5 . 32m 
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B 、 No. 5 GH= 5 . 1 5m 
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P L  

上 、 調査地全景

下 、 層 位 ( 第 3 ト レ ン チ 東側断面)
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上 、 住居 わl: ( 南 か ら )

下 、 土 拡 (東 か ら )
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P L  4 

上 、 No.23. 24調査地

下 、 第 2 - 5 号溝 と 柱穴群
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P L  6 

下 、 方形遺構 ( 西 か ら )
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P L  7 

8 号溝
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P L  9 

上 、 第 7 号潜東部土器 出 土状況

下 、 第 3 . 4 .  5 号潜 と 方形遺構 (東) ・ 柱穴群 (西)
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P L 1 0  

上 、 第 5 号溝 ( 南 か ら )

下 、 第 3 . 4 .  5 号潜 ( 北 か ら )

- 1 03 -



P L  1 1  

上 、 第10. 11 号 潜

下 、 第13-15号潜検出状況
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P L 1 2  
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上 、 大溝断面状態

下 、 大 滋清掃状況

P L 1 3 

一 1 09 ー



上 、 大溝 (No.27調査区南 か ら )

下 、 大溝 (No.27調査区北 か ら )
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上 、 柱穴周 辺 出 土遺 出

下 、 柱穴周辺出 土遺物
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P L 1 6  

上 、 柱穴周辺出 土遺物

下 、 第 7 号滋東部出 土遺物
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上 、 第 7 号溝東 部 出 土i産物

下 、 大溝出 土遺物
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上 、 大溝出土遺物

下 、 大溝出 土遺物
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上 、 第 1 号溝出 土遺物

下 、 第 1 号詩集出 土造物
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上 、 第 l 号潜出 土遺物

下 、 A . B 地区出 土遺物
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上 、 A . B 地区 出 土遺物

下 、 第 4 号潜出 土遺物
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P L 22 

上 、 第 4 号潜出 土

下 、 第 5 号溝出 土遺物



上 、 第 5 号潜出 土遺物

下 、 No.27調査区出 土遺物
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上 、 第14号潜周 辺 出 土遺物

下 、 表採資料
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P L 25 

上 、 A ト レ ン チ 調査状況

下 、 A 卜 レ ン チ ( 後 方 は 曽畑貝 塚)
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上 、 A 卜 レ ン チ (東 か ら )

下 、 A ト レ ン チ ( 西 か ら )
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P L 27 

上 、 A ト レ ン チ 東側断面

下 、 A 卜 レ ン チ 東側断面弥生式 土 掠 片 山 土状況 ( V 府 )
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P L 28 

上 、 A ト レ ン チ北側断面

下 、 A 卜 レ ン チ北側断面 (拡大)
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上 、 A ト レ ン チ 東側断面

下 、 A ト レ ン チ 第 日 層 貝 類 出 土状況
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上 、 A ト レ ン チ 第 IX 層 土 器 出 土状況

下 、 A 卜 レ ン チ 第 以 層 木片 出 土状況
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上 、 A 卜 レ ン チ 第四 層 出 土遺物

下 、 A 卜 レ ン チ 第四 層 出 土逃物
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上 、 A 卜 レ ン チ 第 IX 層 出 土遺物

下 、 A ト レ ン チ 第 IX 層 出 土遺物
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P L 35  

. 4 

上 、 A ト レ ン チ 第 医 層 出 土遺物

下 、 A ト レ ン チ 第 lX 層 出 土遺物 (石器)
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上 、 第 医層 出 土 木 の 実

下 、 第 医 層 出 土 貝 類

• 

• 

• • 

• • 

1 55  

P L 36 

• 

• • 

� 

叩

0 10 

1 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
一 一 一 一 -



P L 37 
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上 、 第 日 層 出 土猷骨

下 、 第 以 層 出 土網代
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A ト レ ン チ 第 庇 層 出 土木片

幽幽周標圃幽期間t__ �_ .踏襲l 細菌臨司圃 ・・ 割園町 副際 圃薗戸開
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P L 39 

横断面 ( 木 口 面 ) I 

試車判0. 2 一(1 ) 横断面 ( 木 口 面 ) 試料剖0. 2 ー(2 ) 柾 目 面
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P L 40 

左 (上) 試料剖0. 3 一(1 ) 横断面 ( 木 口 面)

左 (中) 試料剖0. 3 一(2 ) 柾 目 面

右 (上) 試料羽0. 3 ー(3) 板 目 面

左 (下) 試事判0. 4 一(1 ) 横断面 ( 木 口 面 )

右 (下 ) 試草地10. 4 一(2 ) 板 目 面
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